
前
漢
の
典
客
・
大
行
令

-
大
鴻
櫨

責員

谷

滋

は

じ

め

に

第

一

節

問

題

の

所

在

第
二
節
典
客
か
ら
大
鴻
腿
に
至
る
官
名
繁
更

第
三
節
典
客
(
漢
初
J
景
一
帝
一
中
六
年
)

第
四
節
大
行
令
(
景
帯
中
六
年
J
武
帯
太
初
元
年
〉

第
五
節
大
鴻
臆
|
|
典
属
図
統
援
合
以
前
|
|
(
武
帯
太
初
元
年
J
成
帯
河
卒
元
年
)

第
六
節
大
鴻
胞
|
|
典
麗
園
統
駿
合
以
後
|
|
(
成
帯
河
卒
元
年
J
前
漢
末
)

第
七
節
景
帯
中
二
年
令
の
検
討

第
八
節
目
周
官
に
つ
い
て

第
九
節
典
客
系
統
の
官
の
獲
遷
と
性
格

お

わ

り

に
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t土

じ

め

先
に
筆
者
は
、
前
漢
王
朝
で
は
、

降
者
」
は
典
廃
園
の
官
が
、

ω腰
掛
す
る
周
造
異
民
族
(
「
轡
夷
」
)
に
つ
い
て
「
降
者
」
と
「
野
義
」
と
い
う
匿
分
を
し
、

ω
「
轡
夷

「
鯖
義
轡
夷
」
は
典
客
(
後
の
大
鴻
瞳
〉
の
官
が
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
し
、

ω
「
轡
夷
」
に
糾
問
す
る
具
瞳
的
な
慮
遁
に

お
い
て
は
、
そ
の
匡
分
に
鷹
じ
て
異
な
る
慮
置
が
と
ら
れ
た
が
、

ω前
漢
後
半
期
、
と
く
に
宣
一
一
帝
の
こ
ろ
か
ら
、
雨
者
に
劃
す
る
寅
質
的
な
慮

675 
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遇
に
共
通
な
い
し
は
近
似
す
る
貼
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

(
1
)
 

牧
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
-摘
し
た
。
し
か
し
、
前
稿
は
「
蜜
夷
降
者
」
と
「
掃
義
登
夷
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
中
心
と
し
た
た

め
、
典
層
圏

・
典
客
の
商
官
に
つ
い
て
は
考
察
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
漢
に
お
け
る
雨
官
に
つ
い
て
検
討
し
、
前
稿
を
補
足
・
検
誼
し

そ
の
結
果
、

成
一
帝
河
卒
元
年
(
前
二
八
〉
に
典
層
圏
が
鹿
止
さ
れ
大
鴻
瞳
に
吸

つ
つ
、
前
漢
の
異
民
族
統
御
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

第
一
節

問

題

の

所

在

『
漢
書
』
径
十
九
百
官
公
卿
表
(
以
下
、
百
官
表
と
略
稼
)
上
に
は
、

典
客
、
秦
官
、
諸
の
鯖
義
の
鐙
夷
を
掌
る
。
丞
有
り
。
景
一
帝
中
六
年
、
大
行
令
に
更
名
し
、
武
一
帝
太
初
元
年
、
大
鴻
臆
に
更
名
す
。
属
官

に
行
人

・
諜
官

・
別
火
の
三
令
丞
及
び
郡
邸
長
丞
有
り
。
武
一
帝
太
初
元
年
、
行
人
を
更
名
し
て
大
行
令
と
掃
し
、

初
め
て
別
火
を
置
く
。
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王
葬
、
大
鴻
瞳
を
改
め
て
典
楽
と
日
う
。
初
め
、
郡
園
邸
を
置
く
に
、
少
府
に
麗
し
、
中
ご
ろ
中
尉
に
属
し
、
後
に
大
鴻
胞
に
属
す
。
・

典
層
圏
、
秦
官
、
盤
夷
の
降
者
を
掌
る
。
武
一帝
元
狩
三
年
、
昆
邪
王
降
り
、
復
た
層
圏
を
増
す
や
、
都
尉

・
丞

・
候
・
千
人
を
置
く
。
属

(
2
)
 

と
あ
る
。
ま
た
、
山
内
客
は
秩
中
二
千
石
で
丞
が
千
石
、
典
廃
園
は
秩
二
千
石
の
官
で
あ
っ
た
。
ま
ず、

官
は
九
謹
令
。
成
一
帝
一
河
卒
元
年
、
省
き
て
大
鴻
臨
に
井
す
c

」
れ
ら
の
史
料
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、

雨
官
に
閲
す
る
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
典
客
か
ら
大
鴻
蹴
に
至
る
官
の
職
掌
に
つ
い
て
で
あ
る
。
従
来
か
ら
、
典
客
の
僚
の
「
諸
の
鯖
義
の
盛
夷
を
掌
る
(
掌
諸
錆
義
鐙
夷
)
」

(

3

)

 

は
「
諸
侯

・
掃
義
の
鐙
夷
を
掌
る
(
掌
諸
侯
鋪
義
鐙
夷
)
」
の
誤
り
と
す
る
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
戦
園
秦
の
異
民
族
支
配
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た

失
調
停
悦
子
氏
は
、
漢
代
の
典
層
圏
に
も
論
及
さ
れ
た
な
か
で
、

諸
侯
管
理
の
官
で
、
轡
夷
の
管
理
は
典
腐
園
の
み
が
捲
嘗
し

「
諸
侯

・
開
義
の
鐙
夷
を
掌
る
」
を
是
と
し
た
う
え
で
、
漢
初
に
は
、
典
客
は

「
諸
侯

・
婦
義
の
鐙
夷
を
掌
る
」
と
は
、
河
卒
元
年
に
典
属
園
が
典
客
の
後
身



(
4〉

で
あ
る
大
鴻
腫
に
統
麿
合
さ
れ
、
大
鴻
腫
が
諸
侯
と
轡
夷
の
鯵
一
方
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
後
の
こ
と
を
示
す
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
設
に

従
う
な
ら
ば
、
前
漢
に
お
け
る
轡
夷
の
管
理
は
、
典
客
と
典
麗
園
の
二
系
統
の
官
か
ら
典
客
の
後
身
で
あ
る
大
鴻
蝿
に
一
本
化
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
典
麗
園
か
ら
そ
れ
を
吸
牧
し
た
大
鴻
臆
に
縫
承
さ
れ
た
終
始
一
系
統
の
官
に
よ
っ
て
措
嘗
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
盛
夷
に
劃
す
る
「
開
義
」
と
「
降
者
」
の
区
分
も
賓
際
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
に
も
な
り
か
ね
な
い
が
、
前
稿
で
も
指
摘
し

た
如
く
、
矢
津
設
も
含
め
て
、
従
来
の
研
究
で
は
、
「
野
義
轡
夷
」
と
「
盤
夷
降
者
」
の
一
意
味
や
違
い
に
つ
い
て
考
慮
せ
ず
、
す
べ
て
同
様
の

「
轡
夷
」
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
扱
っ
て
き
た
貼
に
問
題
が
あ
り
、
す
で
に
南
者
の
匡
分
に
つ
い
て
明
ら
か
で
あ
る
以
上
、
こ
う
し
た
設
に
従

(

5

)

 

え
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
典
客
か
ら
大
鴻
瞳
に
至
る
官
の
職
掌
と
い
う
貼
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
官
が

諸
侯
管
理
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
ま
た
『
績
漢
書
』
百
官
志
こ
に
は
、

大
鴻
腫
、
卿
一
人
、
中
二
千
石
。
本
注
日
く
、
諸
侯
及
び
四
方
の
開
義
の
轡
夷
を
掌
る
。

と
あ
っ
て
、
後
漢
の
大
鴻
腫
は
諸
侯
と
野
義
登
夷
と
を
掌
っ
て
い
た
。

(

6

)

 

て
、
そ
の
内
容
と
襲
遁
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て

前
漢
の
典
客
か
ら
大
鴻
腫
に
至
る
官
の
職
掌
に
つ
い

-71ー

第
二
は
、
典
屡
園
に
つ
い
て
で
、
こ
れ
は
層
圏
制
の
襲
遁
と
も
密
接
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
典
麗
園
が
成
一
帝
河
卒
元
年
(
前
二
八
)
に
大

鴻
臆
に
統
麿
合
さ
れ
た
こ
と
は
、

『
漢
書
』
巻
十
成
一
帝
紀
の
同
年
の
僚
に
「
六
月
、
典
層
圏
を
罷
め
大
鴻
腫
に
井
す
。
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ

さ
ら
に
百
官
表
に
よ
れ
ば
、
属
官
は
九
詳
令
で
、
武
一
一
帝
元
狩
三
年
(
前
一
一
一

O
〉
の
昆
邪
王
投
降
に
と
も
な
う
層
圏
増
置
(
五

属
園
の
設
置
)
に
際
し
て
、
あ
ら
た
に
都
尉
・
丞
・
候
・
千
人
が
置
か
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
が
、
し
か
し
、
漢
初
か
ら
五
層
圏
設
置
を
へ
て
大

鴻
瞳
に
統
慶
合
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
何
名
か
の
典
層
圏
任
官
者
が
わ
か
る
程
度
で
、
具
瞳
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

(
7〉

五
屡
園
の
設
置
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
前
漢
の
層
圏
制
の
形
成
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
以
前
の
層
圏
制
、

て
確
か
め
ら
れ
、

ま
た
、
先
に
筆
者
は
、

677 

あ
る
い
は
そ
れ
以
後
の
属
園
制
の
展
開
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
な
貼
が
多
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
典
客
と
典
層
圏
の
雨
官
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
が
あ
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
は
相
互
に
関
連
す
る
問
題
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し
か
し
、
第
二
の
奥
底
園
の
問
題
は
、
前
述
の
如
く
、
属
国
制
の
襲
遷
と
い
う
問
題
と
深
く
関
わ
る
問
題
で
も
あ
り
、
別
に
扱
う

必
要
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
典
客
系
統
の
官
を
中
心
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

で
も
あ
る
。

第
二
節

典
客
か
ら
大
鴻
腫
に
至
る
官
名
襲
更

前
掲
百
官
表
に
よ
れ
ば
、
典
客
は
、

(
8〉

に
改
稿
さ
れ
た
。
官
名
饗
更
は
、
皐
な
る
名
稽
の
嬰
更
に
す
ぎ
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
職
掌
や
組
織
な
ど
そ
の
官
の
貫
質
に
関
わ
る
何
ら
か
の

襲
更
に
と
も
な
っ

て
行
な
わ
れ
る
場
合
も
蛍
然
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
典
客
系
統
の
官
の
職
掌
の
内
容
と
獲
逗
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
官
名

鑓
更
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
と
く
に
、
こ
の
典
客
か
ら
大
鴻
躍
に
至
る
官
名
襲
更
の
過
程
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
官
名
襲
更
の

景
一
帝
中
六
年
(
前
一
四
四
)
に
大
行
令
に
改
稿
さ
れ

さ
ら
に
武
一
帝一
太
初
元
年
(
前
一

O
四
)
に
大
鴻
瞳

問
題
貼
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

百
官
表
に
見
え
る
景
一
帝
一
中
六
年
と
武
一
帝
一
太
初
元
年
の
官
名
愛
更
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
る
と
、
景
帝
中
六
年
に
つ
い
て
は
、

『
史
記
』
巻
十
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一
孝
景
本
紀
の
中
六
年
の
僚
に
、

四
月
:
:
:
廷
尉
を
更
命
し
て
大
理
と
矯
し
、
賂
作
少
府
を
勝
作
大
匠
と
篤
し
、
主
爵
中
尉
を
都
尉
と
震
し
、
長
信
倉
事
を
長
信
少
府
と
篤

し
、
勝
行
を
大
長
秋
と
魚
し
、
大
行
を
行
人
と
篤
し
、
奉
常
を
太
常
と
篤
し
、
典
客
を
大
行
と
潟
し
、
治
莱
内
史
を
大
農
と
魚
す
。
大
内

を
以
て
二
千
石
と
魚
し
、
左
右
内
官
を
置
き
、
大
内
に
属
せ
し
む
。

と
あ
り
、

『
漢
書
』
各
五
景
一帝
紀
の
中
六
年
の
僚
に
も
、
き
わ
め
て
簡
略
な
が
ら
「
十
二
月
、
諸
の
官
名
を
改
む
。
」

と
あ
っ
て
、

『
史
記
』

が
四
月
、

『
漢
書
』
が
十
二
月
と
し
て
い
る
臨
は
異
な
る
が
、

と
も
に
こ
の
年
に
官
名
饗
更
が
あ
っ
た
こ
と
を
惇
え
て
い
る
貼
で
は
一
致
し
て

お
り
、
と
く
に
『
史
記
』
は
具
腫
的
に
百
官
表
の
記
事
を
裏
附
け
る
。
ま
た
太
初
元
年
に
つ
い
て
は
、

『
史
記
』
各
二
八
封
鵡
書
に
、

夏
、
漢
、
暦
を
改
め
、

正
月
を
以
て
歳
首
と
震
し
、
而
し
て
色
は
責
を
上
と
し
、
官
名
更
め
ら
れ
印
章
は
五
字
を
以
て
し
、
太
初
元
年
と

局
す
。



と
あ
り
、

『
漢
書
』
巻
六
武
一
帝一
紀
の
太
初
元
年
夏
五
月
の
僚
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
っ
て
、

や
は
り
い
ず
れ
も
こ
の
年
に
官
名
獲
更
が
あ
っ
た

こ
と
を
停
え
て
い
る
貼
で
、
百
官
表
の
記
事
と
一
致
す
る
。

一
方
、
前
掲
百
官
表
に
よ
る
と
、
属
官
の
行
人
も
太
初
元
年
の
官
名
饗
更
で
大
行
に
改
稿
さ
れ
た
。

王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
前
掲
『
史
記
』
景
一
一
菅
本
紀
の
中
六
年
僚
に

「大
行
を
行
人
と
帰
し
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
行
人
は
も
と
は
大
行
で
あ

っ
た
が
、
景
帯
中
六
年
の
官
名
襲
更
で
行
人
に
改
稿
さ
れ
、
太
初
元
年
の
官
名
出
演
更
で
再
び
大
行
に
も
ど
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、

以
上
を
整
理
す
る
と
、
漢
初
に
は
典
客
と
大
行
で
あ
っ
た
の
が
、
景
一
一
帝
中
六
年
に
、
典
客
が
大
行
に
、
大
行
は
行
人
に
改
稿
さ
れ
た
が
、
太

初
元
年
に
は
、
大
行
が
大
鴻
瞳
に
改
稿
さ
れ
、
行
人
は
も
と
の
大
行
に
も
ど
さ
れ
る
と
い
う
、
左
の
如
き
、

い
さ
さ
か
や
や
こ
し
い
官
名
襲
更

が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

景漢
帯

初

典

rb 

f 

大
行
令
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中
六
年

武
一
帝
太
初
元
年

大
行
令

行
人
令

大
行
令

と
こ
ろ
が
、

大
鴻
臆

『
漢
書
』
巻
五
景
一
帝
紀
を
見
る
と
、

中
二
年
春
二
月
、
令
し
て
、
諸
侯
王
の
亮
じ
、
列
侯
の
初
め
て
封
ぜ
ら
れ
及
び
固
に
之
く
に
は
、
大
鴻
臆
に
誼

・
訣
・
策
を
奏
せ
し
む
。

列
侯
の
嘉
じ
、
及
び
諸
侯
太
停
の
初
め
て
除
せ
ら
れ
官
に
之
く
に
は
、
大
行
に
誼
・
諜
・
策
を
奏
せ
し
む
。

と
あ
り
、
太
初
元
年
よ
り
も
早
い
景
一
帝
中
二
年
(
前

一
四
八
〉
の
令
文
に
す
で
に
大
鴻
躍
が
見
え
、
前
掲
諸
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
官
名
獲
更
の

経
緯
と
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
こ
の
令
の
内
容
は
、
典
客
系
統
の
官
が
、
す
で
に
こ
の
景
一
帝
中
二
年
の
段
階
で
、
諸
侯
王

・
列
侯
管
理
の
少
な
く

と
も
一
部
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
前
掲
矢
津
設
を
支
持
す
る
側
面
を
も
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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な
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
、

こ
の
よ
う
に
、
典
客
か
ら
大
鴻
腫
に
至
る
官
名
襲
更
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
大
行
の
名
稽
が
主
官
と
属
官
で
入
れ
替
わ
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う

『
漢
書
』
景
一
一
帝
紀
所
載
の
景
帝
中
二
年
令
に
、
百
官
表
の
官
名
饗
更
の
遁
程
と
矛
盾
す
る
官
名
が
使
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用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
そ
の
令
の
内
容
が
典
客
系
統
の
官
の
職
掌
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
三
つ
の
問
題
黙
が
あ
げ
ら
れ
る
。

し

か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
百
官
表
や
景
一帝
一
中
二
年
令
の
記
事
の
み
か
ら
明
ら
か
に
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

ま
た
主
官
と
属
官
を
同
時
に
検
討

す
れ
ば
、
混
蹴
を
招
き
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

ま
ず
主
官
た
る
典
客
・
大
行
令

・
大
鴻
臨
に
つ

い
て
、
任
官
者
と
そ
の
事
績
を
中
心
に
検
討
し
、

そ
の
後
に
景
一帝
中
二
年
令
と
属
官
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第

節

典
客
(
漢
初
?
景
一帝
中
六
年
〉

百
官
表
下
に
見
え
る
前
漢
最
初
の
典
客
就
任
者
は

高
祖
五
年
(
前
二

O
二
)
の
醇
欧
で
あ
る
が

こ
の
年
は
二
月
に
高
租

周
知
の
如
く
、

が
皇
帝
に
即
位
し
た
年
で
、
前
漢
王
朝
の
貫
質
的
初
年
で
あ
る
か
ら
、
典
客
の
官
は
前
漢
王
朝
成
立
と
同
時
に
設
置
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で

(

9

)

 

あ
ろ
う
。

百
官
表
上
に
は
「
諸
侯
玉
、
高
一帝
初
め
て
置
く
。」
と
あ
り
、

租
即
位
直
前
の
五
年
正
月
に
、
調円
王
韓
信
を
楚
玉
、
貌
相
園
建
城
侯
彰
越
を
梁
王
に
封
じ
、

一
方
、
諸
侯
王
に
つ
い
て
見
る
と
、

『
漢
書
』
巻
一
高
租
紀
に
よ
れ
ば
、
高

- 74ー

こ
の
直
後
に
は
、
こ
の
二
名
と
韓
王
信
・
准
南
王

英
布

・
越
王
張
散
・
燕
王
戚
茶
ら
が
高
租
に
皇
帝
聞
位
を
勤
め
る
上
疏
を
し
て
お
り
、
ま
た
即
位
直
後
に
は
、
番
君
呉
丙
が
長
沙
王
、
故
越
王

さ
ら
に
『
漢
書
』
巻
十
四
諸
侯
王
表
に
よ
れ
ば
、

翌
六
年
に
は
楚
王
交
ら
宗
室
四
名
が
封
建
さ
れ
て

亡
諸
[
無
諸
〕
が
聞
越
王
に
封
じ
ら
れ

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
漢
初
か
ら
諸
侯
主
が
存
在
す
る
以
上
、

そ
れ
を
管
理
す
る
官
が
置
か
れ
た
可
能
性
は
嘗
然
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、。

前
漢
の
典
客
は
秦
を
繕
承
し
た
官
と
考
え
ら
れ
る

(

m

)

 

が
、
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
戦
園
秦
に
と
っ
て
の

「蹄
義
」
に
は

「轡
夷
」
だ
け
で
な
く
六
園
も
含
ま
れ
得
る
も
の
の
、
六
園
が
消
滅

し
か
し
、

ま
ず
前
掲
百
官
表
に
「
典
客
・
秦
官
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

嘗
然
、

し
諸
侯
王
の
制
度
も
と
ら
な
か
っ
た
統
一
秦
で
は
諸
侯
管
理
の
専
官
が
置
か
れ
た
は
ず
は
な
く
、
統
一
秦
で
も
典
客
が
置
か
れ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
「
蹄
義
の
轡
夷
を
掌
る
」
官
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
戦
園
秦
・
統
一
秦
い
ず
れ
の
典
客
も
、
圏
外
に
由
来
す
る
問
題
に



秦
官
、
列
侯
を
掌
る
に

し
た
が
っ
て
、
秦
の
後
を
承
け
た
前
漢
が
、
典
客
を
諸
侯

管
理
の
専
官
と
し
て
設
置
し
た
と
見
る
の
は
不
自
然
で
、
漢
初
の
奥
客
は
、
や
は
り
「
諸
の
蹄
義
の
轡
夷
を
掌
る
」
官
か
、
少
な
く
と
も
「
諸

侯
・
揖
義
の
轡
夷
を
掌
る
」
官
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
賓
際
、
前
掲
の
漢
初
の
諸
王
の
う
ち
、
臭
丙
と
亡
諸
は
と
も
に
南
方
の
異
民
族
の

系
統
で
あ
り
、
こ
う
し
た
貼
か
ら
見
れ
ば
、
諸
侯
王
と
開
義
登
夷
の
管
理
に
は
重
複
す
る
面
が
あ
る
と
も
言
え
る
。

封
慮
す
る
官
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
諸
侯
」

を
列
侯
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
百
官
表
上
に
は
「
主
鰐
中
尉
、

と
あ
り
、
秦
・
前
漢
と
も
に
列
侯
管
理
の
事
官
と
し
て
主
霞
中
尉
を
置
い
て
い
た
。

と
す
る
と
、
こ
の
時
期
の
典
客
が
、
貫
際
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
の
か
、
轡
夷
管
理
の
ほ
か
に
、
諸
侯
王
管
理
に
も
関
わ
っ

『
史
記
』
・
『
漢
書
』
か
ら
こ
の
時
期
に
お
け
る
典
客
任
官
者
を
あ
げ

て
い
た
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

〈

日

)

て
み
る
と
、高
祖
五
年
(
前
二

O
二〉

J
0・

恵
帯
七
年
(
前
一
八
八
〉

J
高
后
元
年
(
前

一
八
七
)

高
后
七
年
(
前
一
八
一
〉

1
0・

文
一
帝
一
三
年
(
前
一
七
七
〉

J
文
帝
七
年
(
前
一
七
一
二
)

文
一
帝
七
年
〈
前
一
七
三

)
1
0・

醇
欧
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審
食
其

劉
掲
祷
敬

観

の
五
名
が
わ
か
る
の
み
で
、
景
一
帝
一
期
の
任
官
者
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
記
録
が
な
い
。
こ
の
五
名
に
つ
い
て
見
る
と
、
醇
欧
は
贋
卒
侯
に
封
ぜ

ら
れ
た
こ
と
と
そ
の
略
歴
が
、
審
食
其
は
巴
后
側
近
と
し
て
の
事
績
を
中
心
に
高
后
元
年
に
典
客
か
ら
左
丞
相
に
遜
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
そ

れ
ぞ
れ
知
ら
れ
る
程
度
で
、
典
客
の
官
に
関
わ
る
記
事
は
な
く
、
観
に
至
っ
て
は
百
官
表
下
に
「
典
客
観
」
と
あ
る
の
み
で
、
事
績
は
も
ち
ろ

ん
、
姓
氏
す
ら
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
残
る
劉
掲
と
鴻
敬
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
劉
掲
は
、
在
任
期
聞
が
い
つ
ま
で
か
不
明
で
あ
る
が
、

681 

緑
の
印
を
奪
う
。

-
・
・
典
客
劉
掲
を
封
じ
て
陽
信
侯
と
震
し
、

『
史
記
』
巻
十
孝
文
本
紀
の
元
年
十
月
w
慨
に
「
典
客
劉
掲
、
身
.
す
か
ら
越
王
呂

金
千
斤
を
賜
う
。
L

と
あ
り
、
少
な
く
と
も
文
一
帝
一
元
年
ま
で
は
典
客
で
あ
っ
た
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」
と
が
わ
か
る
。
こ
の
封
侯
・
賞
賜
は

高
后
八
年
(
前
一
八

O
)
の
反
自
氏
ク
ー
デ
タ
ー
と
文
帯
擁
立
に
お
け
る
功
績
に
劃
す
る
も
の
で
、

『
史
記
』
巻
十
九
恵
景
開
侯
者
年
表
の
侯
功
に
も
「
奥
客
も
て
超
王
目
肢
の
印
を
奪
い
、
股
門
に
閲
し
て
呂
産
等
の
入
る
を
桓
ぎ
、
共
に
孝
文

を
傘
立
す
る
を
以
て
」
と
あ
り
、

い
ず
れ
の
記
事
に
も
「
越
王
巴
旅
の
印
を
奪
う
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
は
典
客
が
諸
侯
王
管
理
に

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

『
史
記
』
巻
九
百
太
后
本
紀
を
見
て
み
る
と
、

太
尉
緯
侯
(
周
〉
勃
、
軍
中
に
入
り
て
兵
を
主
る
を
得
ず
。
:
:
:
(
臨
)
寄
を
し
て
往
き
て
呂
旅
を
給
き
読
か
し
め
て
日
く
、

下
越
王
の
印
を
侃
び
る
も
、
急
ぎ
固
に
之
き
て
藩
を
守
ら
ず
、
遁
ち
上
勝
と
漏
り
て
、
丘
ハ
を
終
い
て
此
に
留
ま
り
、
大
臣

・
諸
侯
の
疑
う 足

所
と
震
る
。
足
下
何
ぞ
将
印
を
鯖
し
、
兵
を
以
て
太
尉
に
属
せ
し
め
ざ
る
。
梁
王
に
請
い
て
相
園
の
印
を
開
せ
し
め
、
大
臣
と
盟
い
て
園

に
之
か
ば
、
費
兵
必
ず
罷
み
、
大
臣
安
ん
ず
る
を
得
、
足
下
枕
を
高
う
し
て
千
里
に
王
た
ら
ん
、
:
・:
・
」
と
。
日
職
信
じ
て
其
の
計
を
然

り
と
し
、
将
印
を
闘
し
、
兵
を
以
て
太
尉
に
属
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
:
・
:
計
猶
議
し
て
未
だ
決
す
る
所
有
ら
ず
c
:
:
:
太
尉
、
北
軍
に
入

入
る
を
得
ず
e

裏
卒
侯
(
紀
〉
逼
、
符
節
を
向
れ
ば
、
遁
ち
持
節
し
矯
り
て
太
尉
を
北
軍
に
内
る
。
太
尉
、
復
た
臨

寄
を
し
て
典
客
劉
掲
と
先
に
目
株
に
設
か
し
め
て
日
く
、

急
ぎ
賂
印
を
掃
し
て
僻
し
去
れ
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
踊
旦
に
起
こ
ら
ん
」
と
。
呂
禄
:
:
:
遂
に
印
を
解
き
て
典
客
に
麗
し
、
兵
を
以
て
太
尉

に
授
く
。
太
尉
、
之
に
賂
た
ら
ん
と
し
て
軍
門
に
入
る
や
、
軍
中
に
行
令
し
て
日
く
、
:
:
:
。
太
尉
行
き
至
る
に
、
賂
軍
呂
稔
も
ま
た
己

に
上
勝
軍
の
印
を
解
き
て
去
れ
ば
、
太
尉
、
迭
に
北
軍
に
賂
た
り
。

「
帯
、
太
尉
を
し
て
北
軍
を
守
せ
し
め、

足
下
の
園
に
之
か
ん
こ
と
を
欲
す
。
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ら
ん
と
欲
す
る
も
、

と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
太
尉
周
勃
は
臨
寄
に
呂
職
を
「
給
き
読
」
か
せ
て
そ
の
印
を
詐
取
し
、
劉
掲
は
そ
の
最
終
段
階
で
閲
興
し
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
前
掲
の
孝
文
本
紀

・
侯
者
年
表
に
見
え
る
「
趨
王
目
椋
の
印
」
と
は
、
越
王
印
で
は
な
く
、
上

将
軍
印
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
王
印
な
ら
ば
、
典
客
に
よ
る
諸
侯
王
管
理
の
事
例
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
が
、
時
印
と
い
う
こ
と
で

め
ざ
る
。
」
と
言
い
、

は
、
必
ず
し
も
諸
侯
王
管
理
の
事
例
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
臨
寄
は
目
縁
に
劃
し
「
足
下
何
ぞ
賂
印
を
蹄
し
、
兵
を
以
て
太
尉
に
腐
せ
し

さ
ら
に
「
急
ぎ
賂
印
を
揮
し
て
酔
し
去
れ
。」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

一
貫
し
て
「
将
印
を
婦
」
す
こ
と
を
求
め
て
い



る
が
、

「
足
下
枕
を
高
う
し
て
千
里
に
王
た
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

王
と
し
て
の
身
分
を
問
題
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
梁
王

呂
産
に
つ
い
て
「
請
い
て
相
園
の
印
を
蹄
せ
し
め
」
と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
こ
の
反
島
氏
ク
ー
デ
タ
ー
の
成
否
は
、
越
王
呂
旅
が
握
っ

て
い
た
北
軍
の
指
揮
権
を
奪
取
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
事
態
が
切
迫
し
た
最
終
段
階
に
お
い
て
、
周
勃
は
、
裏
卒
侯
紀
通
が
符
節
を
管

理
し
て
い
た
こ
と
を
利
用
し
て
、
持
節
し
て
北
軍
に
入
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
も
の
の
、
「
将
軍
呂
椋
も
ま
た
己
に
上
将
軍
の
印
を
解
き
て
去

れ
ば
、
太
尉
、
遂
に
北
軍
に
賂
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
結
局
、
上
将
軍
印
を
得
て
は
じ
め
て
北
軍
を
掌
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
寅
際
、
時

『
漢
書
』
巻
六
八
霊
光
俸
に
、

代
は
下
る
が
、

宣
帯
、
:
・
・
:
更
に
(
震
〉
高
を
以
て
大
司
馬
と
帰
す
も
、
:
:
:
印
続
亡
く
、
其
の
右
将
軍
の
屯
兵
・
官
属
を
罷
め
、

た
だ
高
を
し
て
官
名

の
み
(
塞
〉
光
と
大
司
馬
を
倶
に
せ
し
む
。
ま
た
菰
明
友
の
度
遼
賂
軍
の
印
授
を
牧
め
、
た
だ
光
旅
動
と
矯
す
。
及
び
光
の
中
女
の
靖
の

趨
卒
、
散
騎
騎
都
尉
・
光
旅
大
夫
と
震
り
て
屯
兵
を
賂
い
る
に
、
ま
た
卒
の
騎
都
尉
の
印
綬
を
牧
む
。
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(

臼
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と
あ
る
よ
う
に
、
持
軍
・
都
尉
な
ど
武
官
の
印
続
は
正
嘗
な
部
隊
指
揮
権
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
根
擦
と
考
え
ら
れ
、
周
勃
と
し
て
は
是
が
非

で
も
呂
旅
か
ら
上
将
軍
印
を
奪
取
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
終
印
を
お
び
る
者
が
諸
侯
王
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
以

上
、
持
印
の
回
牧
は
諸
侯
王
管
理
の
職
掌
と
は
少
な
く
と
も
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
周
勃
が
上
将
軍
印
を
詐
取
す
る
最
終
段
階

で
典
客
の
劉
掲
を
郎
寄
に
同
行
さ
せ
た
の
は
、
典
客
が
こ
う
し
た
印
綬
の
回
牧
に
関
わ
る
職
権
を
有
し
て
い
た
た
め
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
合
、
典
客
が
諸
侯
王
管
理
の
官
で
あ
っ
た
立
場
を
利
用
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
呂
聴
が
、
信
頼
す
る
臨
寄
で
は
な

く
、
典
客
た
る
劉
掲
に
印
を
ゆ
だ
ね
た
の
は
、
単
に
典
客
が
諸
侯
王
管
理
の
官
で
あ
っ
た
立
場
を
考
慮
し
た
結
果
と
い
う
よ
り
は
、
や
は
り
典

客
が
印
綾
の
回
牧
に
閥
わ
る
職
権
を
有
す
る
官
で
あ
っ
た
た
め
と
解
す
る
ほ
う
が
安
嘗
で
あ
り
、
そ
う
し
た
官
が
同
行
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

目
縁
は
臨
寄
の
「
一
帝
一
、
:
:
:
」
と
い
う
言
を
信
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
典
客
に
よ
る
諸
侯
王
管
理
の
事
例

で
は
な
く
、
典
客
が
印
綬
の
回
放
を
行
な
う
職
擢
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

決
に
漏
敬
は
、
『
史
記
』
巻
一
一
八
准
南
衡
山
列
停
、
文
一
一
帝
六
年
(
前
一
七
四
〉
の
篠
に
、
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「
丞
相
臣
張
倉
、
典
客
臣
祷
敬
行
御
史
大
夫
事
、
宗
正
臣
逸
、
廷
尉
臣
賀
、
備
盗
賊
中
尉
臣
一
帽
、
味
死
し
て
言
す
、
:
:
:
臣
請
う
ら
く
は

論
ず
る
こ
と
法
の
如
く
せ
ん
こ
と
を
」
と
。
制
し
て
日
く
、
「
眠
、
王
に
法
を
致
す
に
忍
び
ず
、
其
れ
列
侯
・
二
千
石
と
議
せ
」
と
。

「
臣
倉
、
臣
敬
、
臣
逸
、
臣
一
晴
、
臣
賀
、
味
死
し
て
言
す
、
臣
謹
ん
で
列
侯
・
吏
二
千
石
の
臣
嬰
等
四
十
三
人
と
議
し
、
:
:
:
」

と
あ
り
、
准
南
王
劉
長
の
治
罪
に
闘
興
し
て
お
り
、
典
客
の
諸
侯
王
治
罪
へ
の
閲
輿
を
示
す
事
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、

丞
相
・

宗
正
・
廷
尉
・
中
尉
と
と
も
に
上
奏
し
て
い
る
こ
と
や
、
再
議
を
命
じ
た
文
一
帝
の
制
に
「
列
侯
・
二
千
石
と
議
せ
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え

る
と
、
こ
の
事
例
に
よ
っ
て
、
典
客
が
諸
侯
王
管
理
に
専
門
的
に
関
わ
る
官
で
あ
っ
た
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
寅
際
、
こ
う
し
た
中

央
政
府
の
高
紐
官
僚
や
列
侯
ら
の
合
議
に
よ
る
諸
侯
王
の
治
罪
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
後
の
時
期
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
、
諸
侯

王
治
罪
の
一
つ
の
典
型
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
最
初
に
上
奏
し
た
五
名
が
こ
の
治
罪
の
中
心
で
あ
ろ
う
か
ら
、
鴻
敬
が
そ
こ
に
名
を
連
ね
て

い
る
こ
と
は
、
典
客
が
諸
侯
王
治
罪
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
官
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
鴻
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敬
は
典
客
で
あ
る
と
同
時
に
行
御
史
大
夫
事
で
あ
り
、
上
奏
文
で
丞
相
に
衣
ぐ
序
列
第
二
位
に
名
を
連
ね
て
い
る
の
も
、

そ
の
行
御
史
大
夫
事

(

日

比

)

の
立
場
に
よ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
、
御
史
大
夫
の
官
は
、
景
一
帝
初
期
に
諸
侯
王
抑
制
策
を
推
進
し
た
量
錯
が
御
史
大
夫
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
諸
侯
王
管
理
に
深
く
闘
わ
る
官
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
漏
敬
は
、
典
客
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
行
御
史
大
夫
事
と
し
て
の
立
場
か
ら

准
南
王
の
治
罪
に
関
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
事
例
に
よ
っ
て
典
客
が
諸
侯
王
治
罪
に
中
心
的
役
割
を
果
た
す
官
で
あ
っ
た
と
断
ず
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
鴻
敬
と
と
も
に
上
奏
し
た
他
の
四
名
の
官
職
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
丞
相
・
宗
正
・
廷
尉
・
中
尉

い
ず
れ
の
官
も
、
や
は
り
後
述
す
る
よ
う
に
、
後
の
時
期
に
同
様
に
諸
侯
王
治
罪
の
中
心
と
な
る
例
が
見
ら
れ
、
そ
の
な
か
に
は
典
客
が
加
わ

っ
て
い
な
い
場
合
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
諸
侯
王
治
罪
の
例
で
も
、
景
一
帝
中
二
年
(
前
一
四
八
)
の
臨
江
王
柴
の
場
合
に
は
、

『漢

書
』
巻
五
三
景
十
三
王
俸
に
、

廟
の
塙
垣
を
侵
し
て
宮
を
震
る
に
坐
し
、
上
、
柴
を
召
す
。
:
:
:
柴
至
り
、
中
尉
の
府
に
詰
り
て
封
簿
せ
ら
る
。
中
尉
郵
都
、
簿
責
し
て

王
恐
れ
、
自
殺
す
。

王
に
訊
う
に
、



と
あ
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
『
史
記
』
巻
一

O
四
回
叔
列
俸
に
よ
れ
ば
、

の
梁
孝
王
に
よ
る
蓑
量
殺
害
事
件
に
際
し
て
「
梁
を
案
」
じ
た
回
叔
は
、
も
と
漢
中
郡
守
で
、
嘗
時
は
「
法
に
坐
し
て
官
を
失
」

中
尉
が
車
濁
で
治
罪
に
あ
た
っ
て
お
り
、

景
一
帝
前
七
年
(
前
一
五

O
〉

っ
て
い
た
の

を
景
一
帝一
に
召
さ
れ
て
涯
遣
さ
れ
、
事
件
後
は
魯
の
相
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
典
客
と
の
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
典
客
は
必
ず
諸

侯
王
治
罪
に
閲
興
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
治
罪
に
必
須
の
存
在
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
典
客
は
、
他
の
中

央
政
府
の
高
組
官
僚
と
と
も
に
諸
侯
王
治
罪
に
閲
興
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
治
罪
に
中
心
的
役
割
を
果
た
す
官
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

ょ
う
。以

上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
典
客
は
、
治
罪
で
の
若
干
の
闘
輿
は
あ
り
う
る
も
の
の
、
そ
の
他
に
は
諸
侯
王
管
理
に
関
わ
る
面
は

認
め
ら
れ
ず
、
少
な
く
と
も
、
諸
侯
王
管
理
に
専
門
的
に
任
ず
る
官
と
い
う
側
面
は
見
出
さ
れ
な
い
。

第
四
節

大
行
令
(
景
一
帝
中
六
年
J
武
一
帝
一
太
初
元
年
〉

- 79ー

『
史
記
』
・
『
漢
書
』
か
ら
あ
げ
ら
れ
る
こ
の
時
期
の
大
行
令
任
官
者
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

武
一
帝
一
建
元
元
年
(
前
一
四
一

)
J
0・

光

二
年
(
前
一
四
O
)
1
0・

五
年
(
前
三
石

)
1元
光
二
年
(
前
二
一
四
〉

王過
依期

元
光
六
年
〈
前
一
一
一
九
)
J
0・

丘

(

お

)

元
朔
五
年
(
前
一
一
一
四
〉
以
前
J
0・

李
息、

元
鼎
二
年
(
前
二
五
〉

J
元
鼎
三
年
(
前
二
四
〉

張
驚

こ
の
う
ち
、
光
・
過
期
・
丘
の
三
名
は
、

や
は
り
百
官
表
下
に
大
行
令
と
し
て
記
載
が
あ
る
だ
け
で
、
姓
氏
・
事
績
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、

685 

王
依
・
李
息
・
張
柑郊
の
三
名
は
い
ず
れ
も
「
轡
夷
」
と
の
闘
係
と
い
う
面
で
は
有
名
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う。
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王
恢
は
、
『
史
記
』
巻
一

O
八
韓
長
講
列
俸
に
よ
れ
ば
、
「
胡
事
を
習
知
し
」
、
元
光
二
年
(
前
二
百
〉
の
い
わ
ゆ
る
馬
巴
の
役
に
お
け
る

単
子
襲
撃
計
量
の
推
進
者
で
、
そ
の
失
敗
に
よ
っ
て
失
脚
し
た
が
、
こ
れ
よ
り
先
の
建
元
六
年
(
前
=
三
ハ
)
の
関
越
攻
撃
で
も
、

『
史
記
』

巻
一
一
回
東
越
列
俸
に
、

上
、
大
行
王
侠
を
遣
し
て
珠
章
に
出
で
し
め
、
大
農
韓
安
園
を
し
て
曾
稽
に
出
で
し
め
、
皆
な
将
軍
と
帰
す
O
i
-
-
-
(関
越
王
の
弟
徐
善
、
)

王
を
殺
し
、
使
い
を
し
て
其
の
頭
を
奉
じ
て
大
行
に
致
す
。
大
行
日
く
、

「
:・・・・今、

王
の
頭
至
り
、
謝
罪
す
。
戦
わ
ず
し
て
転
く
は
、

利
の
大
な
る
莫
し
」
と
。
乃
ち
:
:
:
大
農
の
軍
に
告
げ
、
使
い
を
し
て
王
の
頭
を
奉
じ
て
馳
せ
て
天
子
に
報
ぜ
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

李
息
は
、

『
史
記
』
巻
一
一
一
衛
将
軍
膜
騎
列
俸
の
元
狩
二
年
(
前
三
二
)
秋
の

僚
に
、
大
行
李
息
、
持
た
り
て
河
上
に
城
く
。
浬
邪
王
の
使
い
を
得
る
や
、
開
ち
俸
を
馳
せ
て
以
て
聞
す
e

と
あ
る
よ
う
に
、
大
行
令
と
し
て
封
旬
奴
防
衛
線
構
築
の
指
揮
を
と
り
、
偶
然
の
こ
と
と
は
い
え
、
海
邪
王
投
降
へ
の
封
麿
も
し
て
お
り
、
張

世仰
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
漢
朝
の
西
域
進
出
に
お
け
る
先
駆
者
で
、
烏
孫
へ
の
蓮
使
か
ら
開
園
し
た
後
に
大
行
令
に
就
任
し
、
そ
の
一
年
飴

(

日

)

り
後
に
死
去
し
て
い
る
。
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ま
た
、
百
官
表
下
の
元
封
五
年
(
前
一

O
六
〉
の
僚
を
見
る
と
、

「
成
安
侯
韓
延
年
、
太
常
と
震
る
。
二
年
に
し
て
外
園
の
使
人
を
留
め
る
に

坐
す
。
」
と
あ
り
、

『
漢
書
』
巻
十
七
景
武
昭
宣
元
成
功
臣
表
に
も
コ
克
封
六
年
(
前
一

O
五)、

太
常
漏
り
て
大
行
令
の
事
を
行
な
う
に
、
外

園
の
書
を
留
め
る
こ
と
一
月
に
し
て
、
乏
輿
に
坐
す
。
」
と
あ
っ
て
、

大
行
令
代
行
を
兼
任
し
た
太
常
韓
延
年
が

元
封
六
年
に
外
園
か
ら
の

使
節
・
文
書
を
滞
留
し
た
た
め
、
職
務
息
慢
と
し
て
虚
罰
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
大
行
令
に
は
、

ま
さ
に
「
蹄
義
轡
夷
を
掌
る
」
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
多
い
が
、

そ
れ
で

は
諸
侯
王
管
理
の
面
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
治
罪
の
例
に
つ
い
て
見
る
と
、

廷
尉
治
験
し
、
公
卿
、
衡
山
王
を
逮
捕
し
之
を
治
め
ん
こ
と
を
請
う
。
天
子
日
く
、
「
捕
う
勿
れ
」
と
。
中
尉
(
司
馬
)
安
・
大
行
(
李
)

『
史
記
』
巻
一
一
入
准
南
衡
山
列
俸
に
、



息
を
遣
わ
し
即
ち
王
に
間
わ
し
む
。
:
:
:
中
尉
・
大
行
還
り
て
以
て
聞
す
る
や
、
公
卿
、
宗
正
・
大
行
を
遣
わ
し
て
浦
郡
と
興
に
王
を
雑

治
せ
ん
こ
と
を
請
う
。

と
あ
っ
て
、
元
狩
元
年
〈
前
二
一
二
)
の
衡
山
王
賜
の
場
合
は
、

『
史
記
』
巻
五
九
五
宗
世
家
に
は
「
天
子
、

Tこ

中
尉
や
宗
正
と
と
も
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

大
行
(
張
〉
霧
を
遣
わ
し
て
王
后
を
験
ベ
及
び
王
勃
に
問
わ
し
む
。
L

と
あ
り
、

(
前
二
四
)
の
常
山
王
勃
と
前
王
の
后
に
劃
す
る
治
罪
で
も
、
大
行
張
霧
が
涯
遣
さ
れ
て
い
る
。

(

げ

〉

丞
相
・
廷
尉
・
宗
正
が
閥
輿
し
、
犬
行
令
の
閲
輿
は
見
ら
れ
ず
、

大
行
李
息
が
、

元
鼎
三
年

し
か
し
、

衡
山
王
賜
と
同
じ
元
狩
元
年
の

准
南
王
安
の
治
罪
で
は
、

場
合
に
も
、

さ
ら
に
元
狩
二
年
(
前
一
一
一
一
)
の
江
都
王
建
の

『
漢
書
』
巻
五
三
景
十
三
王
俸
に
、

漢

丞
相
長
史
を
遣
わ
し
江
都
相
と
雑
案
せ
し
め
、

-・・有司、

建
を
捕
え
訣
さ
ん
こ
と
を
請
う
。

制
し
て
日
く
、

「
列
侯
・
吏
二
千

石
・
博
士
と
議
せ
」
と
。
議
す
る
に
皆
日
く
、

「
:
:
:
嘗
に
謀
反
の
法
を
以
て
訣
す
べ
し
」
と
。
詔
有
り
て
宗
正
・
廷
尉
を
し
て
即
ち
王
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に
問
わ
し
む
。

あ
り
、
と
あ
り
、
や
は
り
丞
相
長
史
・
宗
正
・
廷
尉
が
中
心
と
見
ら
れ
、
大
行
令
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
史
記
』
巻
五
八
梁
孝
王
世
家
に
見
え

る
建
元
三
年
ハ
前
二
二
八
)
の
横
川
王
明
と
元
鼎
元
年
(
前
一
一
六
)
の
済
東
王
彰
離
の
場
合
で
は
、
い
ず
れ
も
「
漢
の
有
司
、
誌
を
請
う
」
と

(
お
〉

ま
た
『
史
記
』
巻
五
一
荊
燕
世
家
に
見
え
る
元
朔
元
年
(
前
一
一
一
八
)
の
燕
王
定
園
の
場
合
で
も
「
詔
し
て
公
卿
に
下
す
に
、
皆
議
し

『
:
:
:
款
に
嘗
る
』
と
。
上
、
之
を
許
す
。
」
と
あ
る
な
ど
、
や
は
り
複
数
の
中
央
政
府
の
高
級
官
僚
ら
が

て
日
く
、

諸
侯
王
の
治
罪
に
は
、

合
議
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
大
行
令
の
役
割
が
や
や
増
し
て
き
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

『
史
記
』
巻
六
十
三
王
世
家
を
見
る
と
、
元
狩
六
年
(
前
二
七
〉
の
三
王
封
建
を
請
う
上
奏
に
、

(

問

〉

子
少
停
行
宗
正
事
の
官
と
と
も
に
大
行
令
が
見
え
、
大
行
令
が
諸
侯
王
封
建
に
閥
興
し
た
例
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

一方、

丞
相
・
御
史
大
夫
・
太
常
・
太

『漢
書
』
巻
五
三
景
十
三

687 

主
俸
の
河
開
献
主
徳
の
僚
に
、

立
ち
て
二
十
六
年
に
し
て
亮
ず
。
中
尉
常
麗
、
以
て
聞
す
、

日
く
「
王
は
身
端
く
行
い
治
ま
り
、
温
仁
恭
俊
、
篤
く
敬
い
下
を
愛
し
、
明
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知
に
し
て
深
く
察
し
、
保
寡
を
恵
む
」
と
。
大
行
令
奏
す
ら
く
、

「
語
法
に
日
く
、

『
聴
明
容
知
な
る
を
献
と
日
う
』
と
。
宜
し
く
誼
し

て
献
王
と
日
う
ベ
し
」
と
。

と
あ
り
、

河
開
王
徳
の
死
去
は
元
光
五
年
(
前
一
一
一
一
O
)
で、

こ
の
記
事
の
大
行
令
が
誰
か
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、

こ
の
時
期
の
大
行
令

が
、
諸
侯
王
死
去
の
際
に
誼
を
奏
上
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
こ
と
は
前
掲
の
景
一
帝
中
二
年
令
と
関
わ
る
が
、

は
後
述
す
る
。

そ
れ
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
大
行
令
に
は

「
蹄
義
登
夷
を
掌
る
」
官
の
性
格
が
強
く
見
ら
れ
る
一
方
、
諸
侯
王
の
管
理
で
は
、

治
罪
の
貼
で
一
定
の
職
責
を
措
っ
て
い
る
こ
と
、
諸
侯
王
封
建
に
開
興
す
る
例
が
あ
る
こ
と
、
諸
侯
王
の
誌
の
奏
上
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
の

三
黙
で
襲
化
が
見
ら
れ
る
。

大
行
令
が
大
鴻
脂
に
更
名
さ
れ
た
武
一
一帝
太
初
元
年
(
前
一

O
四
)
に
は
、

(

却

)

え
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
百
官
表
上
を
見
る
と
、

い
わ
ゆ
る
太
初
改
暦
と
と
も
に
、
官
制
全
瞳
に
大
き
な
饗
革
が
加

- 82ー

第
五
節

大
鴻
臆
|
|
典
属
国
統
鹿
合
以
前
|
|
(
武
一
帝
太
初
元
年
J
成
一
帝
河
卒
元
年
〉

主
傍
中
尉
、
秦
官
、
列
侯
を
掌
る
。
景
一
帝
中
六
年
、
都
尉
に
更
名
し
、
武
一
一
帝
太
初
元
年
、
右
扶
風
に
更
名
す
。
内
史
の
右
地
を
治
む
。
・
:

-
:
左
鴻
切
・
京
兆
弔
ア
と
是
れ
三
輔
と
震
し
、
皆
雨
丞
有
り
。
列
侯
は
大
鴻
腫
に
更
属
す
。

と
あ
り
、
こ
の
年
、
主
僧
都
尉
(
景
帯
中
六
年
に
主
爵
中
尉
か
ら
更
名
)
が
右
扶
風
に
更
名
さ
れ
、
三
輔
の
一
と
し
て
「
内
史
の
右
地
を
治
む
」
官

(

幻

)

と
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
列
侯
管
理
の
職
掌
が
大
鴻
蝿
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
主
寄
都
尉
の
「
掌
列
侯
」
穫
に
つ
い
て
、

「
主
爵
は
列
侯
と
と
も
に
官
爵
を
も
掌
り
、
そ
の
職
務
が
太
初
元
年
以
降
大
鴻
腫
に
掃
属
し
た
の
で
揚
雄
の
百
官
儀
に
「
鴻

(

詑

)

臣
司
霞
」
(
全
漢
文
巻
五
四
)
と
言
う
の
だ
、
と
い
う
陳
直
氏
の
指
摘
(
『
新
詮
』
一
一
一

0
・
一
一
貝
〉
に
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
」
と
述
べ

〈

幻

)

て
お
ら
れ
る
が
、
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。

山
田
勝
芳
氏
は



「
列
侯
を
掌
る
」
(
あ
る
い
は
「
爵
を
司
る
」
)
職
掌
が
加
わ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
、
こ
の

時
期
の
大
鴻
胞
の
活
動
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
の
大
鴻
腫
任
官
者
を
『
史
記
』
・
『
漢
書
』
か
ら
あ
げ
て
み
る
と
、
次
の
十
五
な
い
し

こ
の
よ
う
に
、
大
鴻
踊
へ
の
更
名
に
と
も
な
っ
て
、

は
十
六
名
に
の
ぼ
る
。

武
帝
太
初
元
年
(
前
一

O
四
)
1
0
・

太
初
二
年
(
前
一

O
三〉

J
武
一
帝
征
和
二
年
(
前
九
一
)

征
和
三
年
(
前
九
O
〉

征
和
四
年
〈
前
八
九
)

征
和
四
年
(
前
八
九
)

{後
二
年
(
前
八
七
)

昭
一
帝
元
鳳
五
年
(
前
七
六
)

宣
帯
本
始
二
年
(
前
七
二
)

本
始
四
年
ハ
前
七
O
〉

神
霞
元
年
(
前
六
一
〉

紳
健
三
年
(
前
五
九
〉

五
鳳
元
年
(
前
五
七
〉

元
帝
初
元
元
年
(
前
四
八
)
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建
昭
二
年
(
前
三
七
)

成
一
帝
一
建
治
二
年
(
前
三
二
)

建
始
四
年
(
前
二
九
)

征
和
四
年
(
前
八
九
〉

査
充
圏

一
商
丘
成

回
千
秋

戴
仁

(
U
A
〉

J
昭
一
帝
元
鳳
元
年
(
前
八
O
)
0
・
田
康
明

(
お
)

利
}

J
宜一
一帝
本
始
二
年
(
前
七
二
〉

本
始
四
年
〈
前
七
O
〉

、J
t
o
r
-

一
抑
留
三
年
(
前
五
九
)

、，，t
円

V

・

、t
0
・

ー
元
一
一
帝
建
昭
二
年
(
前
一
一
一
七
)

ー
成
一
一
帝
建
始
元
年
(
前
三
二
)

建
始
四
年
(
前
二
九
〉

河
卒
元
年
(
前
二
八
)

意
賢(部
)

宋
崎
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梁粛
望
之

李
彊
王
高

顛鴻
野
王

浩
賞
漢
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し
か
し
、

」
の
う
ち
の
梁
・
額
・
漢
の
三
名
は

や
は
り
百
官
表
下
の
記
載
の
み
で

姓
氏

・
事
績
と
も
に
不
明
で
あ
り
、

そ
の
他
の
者
で

も
、
大
鴻
踊
と
し
て
の
事
績
が
わ
か
る
者
は
一
部
に
限
ら
れ
る
。

ま
ず
笹
夷
開
係
で
は

『
漢
書
』
巻
七
昭
一
帝一
紀
を
見
る
と
、

始
フじ
四
年

前
八

斬
~ 首げ

捕.~

虜「
一大

差益
穴量
明
童を
室遣
わ
高し
徐ザ
頭主

主苅
ヂを
守 R

む撃
ソた
」し

金
州
を
撃
ち
、

む
。
」
と
あ
り
、

五
年
(
前
八
二
)
秋
に
「
大
鴻
臆
康
明

・
軍
正
王
卒
、

と
あ
っ
て
、
六
年
(
前
八
一
)
秋
七
月
僚
に
は
そ
の
功
に
よ
り
関
内
侯
・
食
邑
を
賜
る
詔
が
見
え
、

さ
ら
に
翌
元
鳳
元
年
(
前
八

O
)
三
月
に
は

「
武
都
の
岳
人
反
す
。
執
金
五
ロ
馬
適
建
・
龍
領
侯
韓
増

・
大
鴻
臆
庚
明
、
三
輔

・
太
常
の
徒
を
賂
い
、
皆
刑
を
克
じ
之
を
撃
た
し
む
。
」
と
あ

る
。
始
元
四
・
五
年
僚
の

「盆
州
」
は
、
『
漢
書
』
巻
九
五
西
南
夷
俸
に
よ
れ
ば
、
姑
給

・
葉
検
等
の
西
南
夷
の
反
範
で
あ
る
か
ら
、
田
慶
明

は
異
民
族
反
凱
の
鎮
匪
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

『
漢
書
』
巻
七
八
粛
望
之
俸
に
は
、

烏
孫
の
昆
禰
の
翁
掃
腰
、
:
:
:
婚
を
結
び
て
内
附
し
、
旬
奴
よ
り
畔
き
去
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
詔
し
て
公
卿
に
下
し
議
せ
し
む
る
に
、
望

之
以
震
え
ら
く
、
烏
孫
は
絶
域
な
れ
ば
、
其
の
美
言
を
信
じ
、
高
里
に
婚
を
結
ぶ
は
、
長
策
に
非
ず
、
と
。
天
子
聴
さ
ず
。
一
脚
霞
二
年
、

長
羅
侯
常
恵
を
遣
わ
し
て
公
主
を
迭
り
、
・
:
:
未
だ
塞
を
出
で
ざ
る
に
、
翁
掃
嗣
即
死
し
、
其
の
兄
の
子
の
狂
王
、
約
に
背
き
て
自
立
す
。

恵、
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塞
下
よ
り
上
書
し
、

少
主
を
敦
憧
郡
に
留
め
ん
こ
と
を
願
う
。

詔
し
て
公
卿
に
下
し
議
せ
し
む
る
に

望
之
復
た
以
震
え
ら

「
不
可
な
り
。
:
:
:
」
と
。
天
子
、
其
の
議
に
従
う
。

と
あ
り
、
粛
望
之
は
烏
孫
と
の
交
渉
で
重
要
な
建
議
を
し
て
い
る
。
な
お
、
同
俸
に
よ
れ
ば
、
大
鴻
踊
任
官
前
の
粛
望
之
は
、
御
史
大
夫
貌
相

(

幻

〉

に
察
廉
さ
れ
大
鴻
脇
属
官
の
大
行
治
薩
丞
に
な
っ
て
い
る
。

く
次
に
諸
侯
王
管
理
の
面
を
見
る
と
、
治
罪
で
は
、
武
一
帝
後
二
年
(
前
八
七
)
の
済
北
王
寛
の
場
合
に
つ
い
て
、

に

「有
司
、
設
を
請
い
、
上
、
大
鴻
腫
利
を
遣
わ
し
て
王
を
召
す
。
」
と
あ
り
、

『
漢
書
』
巻
四
四
済
北
王
停

ま
た
昭
一
帝
始
元
元
年
(
前
八
六
〉
に
斉
孝
王
の
孫
の
劉
津
が
燕

王
旦
と
と
も
に
計
量
し
た
謀
反
が
設
費
し
た
際
に
は
、

(
泊
〉

引
せ
し
む。
」
と
あ
り
、
宣
一
帝
本
始
三
年
(
前
七

一
〉
の
庚
川
王
去
の
場
合
に
は
、

『
漢
書
』
巻
六
三
武
五
子
俸
に
、

「天
子
、
大
鴻
腫
丞
を
遣
わ
し
て
治
め
、
燕
王
を
連

『漢
書
』
巻
五
三
景
十
三
王
俸
に

「
天
子
、
大
鴻
腫

・
丞
相



長
史
・
御
史
丞
を
遣
わ
し
、
廷
尉
正
、
鐙
鹿
の
詔
獄
を
雑
治
せ
し
む
。
」
と
あ
り
、

武
五
子
俸
に
、

五
鳳
四
年
(
前
五
四
〉
の
贋
陵
王
膏
の
場
合
に
も
、
や
は
り

覗
誼
の
事
護
費
し
、
有
司
按
験
す
。
:
:
:
公
卿
、
膏
を
設
さ
ん
こ
と
を
請
う
に
、
天
子
、

廷
尉
・
大
鴻
瞳
を
遣
わ
し
て
即
ち
訊
わ
し
む
。

と
あ
る
な
ど
、
閥
興
す
る
中
央
政
府
諸
官
の
な
か
で
も
大
鴻
腫
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
治
罪
以
外
で
も
、

五
三
景
十
三
王
俸
に
、
五
鳳
二
年
(
前
五
六
〉
の
卒
干
王
元
の
死
去
の
際
に
、

る
べ
し
』
と
。
奏
し
て
可
、

『
漢
書
』
巷

「
大
鴻
腫
(
王
〉
高
奏
す
ら
く
、

『
:
・
・
・
・
宜
し
く
嗣
を
立
て
ざ

王
位
繕
承
の
是
非
に
つ
い
て
奏
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

侯
王
管
理
の
面
で
も
重
要
な
職
責
を
携
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
漢
書
」
巻
三
六
楚
元
王
俸
の
陽
城
侯
劉
徳
の
俸
に
、

園
除
か
る
。
」
と
あ
り
、

こ
の
時
期
の
大
鴻
腫
は
、
諸

一方、子
の
向
、
儒
黄
金
を
鋳
す
る
に
坐
し
、
法
に
伏
す
る
に
嘗
る
に
、
徳
、
上
書
し
て
罪
を
訟
う
。
舎
嘉
ず
る
に
、
大
鴻
腫
奏
す
ら
く
、
徳
、

子
の
罪
を
訟
え
、
大
臣
の
瞳
を
失
わ
ば
、
宜
し
く
誼
を
賜
い
嗣
を
置
く
べ
か
ら
ず
、
と
。

と
あ
り
、
大
鴻
腫
が
列
侯
の
死
去
に
際
し
て
誼
の
賜
興
や
後
嗣
に
つ
い
て
奏
上
し
て
お
り
、
ま
た
、
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『
漢
書
』
巻
七
三
章
賢
俸
を
見
る
と
、
扶

「
家
丞
を
し
て
上
書
し
大
行
に
大
河
都
尉
玄
成
を
以
て
後
と
矯

「
(
玄
成
、
〉
深
く
其
れ
賢
の
雅
意
に
非
ざ
る
こ
と
を
知
り
、

震
し
、
:
:
:
爵
を
襲
ぐ
に
嘗
る
や
、
病
狂
を
以
て
召
に
鷹
ぜ
ず
。
大
鴻
瞳
、

陽
侯
章
賢
の
死
の
直
前
、
門
生
や
宗
家
が
後
嗣
を
襲
更
し
よ
う
と
し
た
際
に
、

さ
ん
こ
と
を
言
わ
し
む
よ
と
あ
り
、

さ
ら
に
賢
の
死
後
、

即
ち
陽
り
て
病
狂
を

肢
を
奏
す
る
や
、
章
も
て
丞
相
・
御
史
に
下
し
案
験
せ
し
む
。
」

と
あ
っ
て
、
列
侯
の
後
嗣
襲
更
に
つ
い
て
大
鴻
腫
廃
官
の
大
行
に
申
し
出
て
い
る
こ
と
と
、
侯
位
継
承
に
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
大
鴻
臓
が
そ

の
朕
況
を
奏
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
前
述
の
「
列
侯
を
掌
る
」
職
掌
の
具
瞳
例
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
大
鴻
腫
は
、
登
夷
の
管
理
に
加
え
て
、
諸
侯
王
管
理
の
面
の
比
重
が
増
し
て
重
要
な
職
責
を
措
う
と

691 

と
も
に
、
列
侯
管
理
の
職
掌
を
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
大
鴻
瞳
に
つ
い
て
は
な
お
一
黙
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

周
知
の
如
く
、

元
卒
元
年
(
前
七
四
〉
四
月
に
昭
一
帝
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が
後
嗣
な
く
死
去
す
る
と
、
大
将
軍
霊
光
は
、
群
臣
が
贋
陵
王
を
推
す
の
を
退
け
、
昌
邑
王
賀
を
迎
え
て
六
月
に
皇
一
帝
一
に
即
位
さ
せ
た
が
、

(
m
m
)
 

月
に
は
鹿
位
し
て
あ
ら
た
め
て
宣
一帝
一
を
擁
立
し
た
。
こ
の
う
ち
の
昌
邑
王
賀
の
擁
立
に
つ
い
て
、

七

『
漢
書
』
巻
六
八
霊
光
俸
に
は

元
卒
元
年
、

昭
一宮
朋
ず
。

嗣
亡
し
。

-
(
窪
光
、
〉
即
日
皇
太
后
の
詔
を
承
け
、
行
大
鴻
腫
事
少
府
築
成

・
宗
正
徳
・
光
旅
大
夫
吉

・

中
郎
将
利
漢
を
遣
わ
し
て
昌
口
巴
王
賀
を
迎
え
し
む
。

と
あ
り
、
昌
邑
王
賀
を
迎
え
る
た
め
に
、
行
大
鴻
瞳
事
少
府
・
宗
正
・
光
旅
大
夫
・
中
郎
将
の
四
官
が
涯
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
巻
六
三
武

五
子
俸
に
も
見
え
る
が
、
各
七
二
王
士
ロ
俸
で
は
「
大
鴻
腫
・
宗
正
を
遣
わ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
使
者
の
中
心
は
大
鴻
臨
と
宗
正
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
自
瞳
に
問
題
は
な
い
が
、
奇
妙
な
の
は
、
前
掲
の
大
鴻
瞳
任
官
者
に
あ
る
如
く
、
こ
の
時
の
大
鴻
腫
は
章
賢
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
質
際
に
は
少
府
の
集
成
な
る
人
物
が
行
大
鴻
盟
事
と
し
て
涯
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
史
祭
成
(
使
祭
成
)
と
い
い
、
『
漢
書
』
巻
六
八
塞
百
円
俸
に
「
使
集
成
は
小
家
の
子
た

り
し
が
、
将
軍
〔
霊
光
を
指
す
〕
に
幸
さ
る
る
を
得
、
九
卿

・
封
侯
に
至
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
は
塞
光
子
飼
い
の
部
下
で
あ
っ
た
。
強
引

そ
こ
で
、
こ
の
楽
成
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
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に
昌
巴
王
擁
立
を
決
め
た
霊
光
と
し
て
は
、
信
頼
で
き
る
部
下
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
史
築
成
が
少
府
と
い
う
大
鴻
腫
と
同
じ
九
卿

の
官
位
に
あ
り
な
が
ら
、
な
お
行
大
鴻
蝿
事
と
し
て
涯
遣
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
時
の
彼
の
任
務
が
、
大
鴻
腫
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
も
の
、

わ
ば
大
鴻
腫
の
専
管
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
具
瞳
的
内
容
ま
で
は
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、

し、

『
漢
書
』
巻
六
十

杜
延
年
俸
に
、

宣
一
帝
即
位
す
る
や
、

大
臣
に
褒
賞
せ
ん
と
し
、
:
:
:
有
司
に
詔
し
て
定
策
の
功
を
論
ぜ
し
む
る
に
、
大
司
馬
大
将
軍
光
の
功
徳
は
太
尉
緯

侯
周
勃
に
過
ぎ
、

車
騎
将
軍
安
世

・
丞
相
楊
倣
の
功
は
丞
相
陳
卒
に
比
し
、
前
賂
軍
韓
増
・
御
史
大
夫
察
誼
の
功
は
頴
陰
侯
濯
嬰
に
比

し
、
太
僕
杜
延
年
の
功
は
朱
虚
侯
劉
章
に
比
し
、
後
将
軍
越
充
園

・
大
司
農
田
延
年
・
少
府
史
集
成
の
功
は
典
客
劉
掲
に
比
す
。

と
あ
り
、
宣
一
帝
一
擁
立
ま
で
の
史
築
成
の
功
績
は
、
第
三
節
で
あ
げ
た
典
客
劉
掲
の
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
の

史
祭
成
が
果
た
し
た
任
務
が
、
劉
掲
が
典
客
と
し
て
行
な
っ
た
上
将
軍
印
の
回
牧
と
同
質
の
行
震
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ



う

第
六
節

大
鴻
腫
|
|
典
層
圏
統
麿
合
以
後
|
|
|
(
成
一
帝
河
卒
元
年
J
前
漢
末
〉

河
卒
元
年
(
前
二
八
)
に
「
聾
夷
の
降
者
を
掌
る
」
典
麗
闘
が
「
省
き
て
大
鴻
踊
に
井
」
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
典
麗
園
の
職
掌
は
何
ら

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は

留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

か
大
鴻
蝿
に
移
管
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

し
か
し
、
嘗
時
の
典
麗
園
に
闘
す
る
朕
況
が
未
詳
の
た
め
、

『
漢
書
』
か
ら
知
ら
れ
る
こ
の
時
期
の
大
鴻
腫
任
官
者
は
次
の
延
べ
十
二
名
(
左
威
が
再
任
〉
で
あ
る
。

陽
朔
二
年
(
前
ミ

5
1
0・

成
一
帝
河
卒
四
年
(
前
二
五
)
J成
一
帝
陽
朔
二
年
ハ
前
一
一
一
一
一
)

鴻
嘉
元
年
(
前
二

O
〉
1
0・

永
始
二
年
(
前
一
五

)
l

元
延
二
年
(
前
一
一
〉

J

元
延
三
年
(
前
一

O
)
i

緩
和
二
年
(
前
七
〉

京
一
帝
一
建
卒
二
年
(
前
五
〉

元
喜
二
年
(
前
一
)

卒
一
一
帝
元
始
二
年
(
後
二
〉

元
始
四
年
(
後
四
)

五
年
(
後
五
)
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こ
の
う
ち
の
動
と
慎
の
雨
名
は
、

元
延
元
年
(
前
二
一
〉

三
年
(
前
一

O
〉

緩
和
二
年
(
前
七
〉

ー
京
一
帝
建
卒
二
年
(
前
五
〉

意
安
世

動慎

-87ー

卒
嘗
(

m
山
〉

粛
育
王
嘉
謝
尭
(

幻

)

元
蕎
二
年
(
前
一
)
畢
由

(
m
M
)
 

?
卒
一
帝
元
始
元
年
(
後
一
〉

0
・
左
威
橋
仁
(

お

)

粛
由

〉

t
0
・

、for-

左
威

や
は
り
百
官
表
下
の
記
載
の
み
で
、
姓
氏
・
事
績
と
も
に
不
明
で
あ
り
、
大
鴻
瞳
と
し
て
の
事
績
が
わ
か
る
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の
は
卒
嘗
・
畢
由
・
左
威
の
三
名
の
み
で
あ
る
。

ま
ず
、
卒
嘗
に
つ
い
て
見
る
と
、

『
漢
書
』
巻
七
一
卒
嘗
俸
に
、

嘗
、
少
く
し
て
大
行
治
穫
丞
と
爵
り
、
功
次
も
て
大
鴻
艦
文
撃
に
補
せ
ら
る
。
・
:
:
長
信
少
府

・
大
鴻
瞳

・
光
緑
勅
に
累
濯
す
。
是
れ
よ

り
先
、
太
后
の
妨
の
子
術
尉
淳
子
長
、
白
し
て
昌
陵
の
成
る
べ
か
ら
ざ
る
を
言
う
。
有
司
に
下
し
て
議
せ
し
む
。
砂
田
以
漏
え
ら
く
、
作
治

す
る
こ
と
連
年
な
れ
ば
、
遂
に
は
就
く
べ
し
、

と
。
上
、
既
に
し
て
昌
陵
を
罷
め
、
長
の
首
に
忠
策
を
建
ず
る
を
以
て
、
復
た
公
卿
に
下

し
て
長
を
封
ず
る
を
議
せ
し
む
。
嘗
叉
以
震
え
ら
く
、
長
に
善
言
有
る
と
難
も
、
封
筒
の
科
に
は
麿
ぜ
ず

と
。
前
議
正
し
か
ら
ざ
る
に

坐
し
て
、
鎧
鹿
太
守
に
左
遷
せ
ら
る
。
後
に
、
上
、
迭
に
長
を
封
ず
。

と
あ
り
、
彼
に
は
大
行
治
躍
丞

・
大
鴻
胞
文
撃
を
つ
と
め
た
経
験
が
あ
り
、
後
に
大
鴻
腫
に
任
官
し
て
い
る
。
前
掲
の
如
く
、
そ
の
任
官
期
聞

は
永
始
二
年
(
前
一
五
)
J
元
延
元
年
(
前
二
一
)
で
、
『
漢
書
』
巻
十
成
一
帝
紀
に
よ
る
と
、
永
始
元
年
(
前
二
ハ
)
七
月
に
昌
陵
を
罷
め
、
翌

二
年
十
二
月
に
昌
陵
建
設
中
止
の
献
策
を
理
由
に
淳
子
長
を
関
内
侯
に
封
ず
る
詔
が
出
さ
れ
、

元
延
三
年
〈
前
一

O
)
二
月
に
な
っ
て
列
侯
に
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封
じ
て
い
る
か
ら
、
卒
営
俸
に
見
え
る
淳
子
長
封
俸
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
卒
首
が
大
鴻
臨
に
就
任
し
た
永
始
二
年
中
の
こ
と
で
あ
る
可

能
性
が
高
く
、
卒
蛍
は
大
鴻
臨
の
立
場
か
ら
「
封
慢
の
科
に
庭
ぜ
ず
」
と
し
て
反
射
し
、
そ
の
結
果
、

ぅ
。
と
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
、
大
鴻
胞
が
列
侯
授
興
(
封
爵
〉
の
決
定
に
関
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
先
に
主
留
か

」
の
時
は
関
内
侯
に
封
じ
た
の
で
あ
ろ

ら
移
管
さ
れ
た
「
列
侯
を
掌
る
」
権
限
を
大
鴻
胞
が
行
使
し
た
具
瞳
例
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
畢
由
に
つ
い
て
は
、
『
漢
貧
富
』
巻
四
七
文
三
主
停
に
よ
れ
ば
、

京
一帝
の
建
卒
中
、

(
梁
王
〉
立
、
復
た
人
を
殺
す
。
天
子
、
廷
尉
賞
・
大
鴻
腫
由
を
遣
わ
し
持
節
し
て
即
ち
訊
わ
し
む
。

と
あ
り
、

ま
た
、
成
一帝
陽
朔
元
年
(
前
二
四
)
に
梁
王
を
継
い
だ
立
は
、
鴻
嘉
年
間
以
来
そ
の
不
法
行
局
を
繰
り
返
し
糾
弾
さ
れ
て

い
る
が
、

前
引
の
文
に
績
く
梁
闘
の
侍
・
相
・
中
尉
へ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
以
前
に
も
丞
相
長
史
と
大
鴻
臨
丞
が
涯
遣
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の

諸
侯
王
治
罪
に
お
い
て
も
、
開
興
す
る
中
央
政
府
諸
官
の
な
か
で
の
大
鴻
臨
の
比
重
は
高
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、

『
漢
書
』
巻
九
七
外



戚
停
下
に
は
、
同
じ
く
友
一
一
帝
期
に
、
鴻
太
后
と
そ
の
関
係
者
の
取
調
べ
に
際
し
て
、

ま
ず
御
史
が
涯
遣
さ
れ
、
次
い
で
中
謁
者
が
丞
相
長
史
・

大
鴻
腫
丞
と
と
も
に
「
雑
治
」
し
て
い
る
例
も
見
え
る
。

左
威
に
つ
い
て
は
、

『
漢
書
』
巻
十
二
卒
帯
紀
に
、

元
蕎
二
年
(
前
一
〉
六
月
、
京
一
帝
一
蹴
ず
。
:
:
:
新
都
侯
王
葬
、

大
司
馬
・
領
向
書
事
と
震
る
。
秋
七
月
、
車
騎
将
軍
王
舜
・
大
鴻
臆
左
威

を
遣
わ
し
使
持
節
し
て
中
山
王
を
迎
え
し
む
。

:
:
:
九
月
辛
酉
、
中
山
王
、
皇
帝
位
に
聞
き
、
官
同
廟
に
謁
し
、
天
下
に
大
赦
す
。

さ
ら
に
元
始
元
年
(
後
一
)
正
月
の
僚
に
よ
れ
ば
、

前
に
正
論
し
て
阿
ら
ず
、

後
に
簡
を
奉
じ
て
中
山
王
を
迎
え
」

と
あ
り
、

「
大
鴻
腫
威
、

た
と
し
て
、
関
内
侯
に
封
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
前
節
で
指
摘
し
た
昌
邑
王
賀
や
宣
一
帝
の
擁
立
の
場
合
と
同
様
の
例
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
立
皇
太

子
の
場
合
だ
が
、
や
は
り
同
様
の
例
と
し
て
、
『
漢
書
』
巻
十
三
及
一
帝
紀
に
、
成
一
帝
緩
和
元
年
(
前
八
)
に
「
執
金
吾
任
宏
を
し
て
大
鴻
瞳
を

守
せ
し
め
、
持
節
し
て
定
陶
王
(
後
の
友
帯
〉
を
徴
し
、
立
て
て
皇
太
子
と
鶏
す
。
」
と
あ
り
、
嘗
時
の
大
鴻
腫
は
王
嘉
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
別
に
執
金
吾
の
任
宏
が
大
鴻
臨
を
守
し
て
涯
遣
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
任
宏
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
史
料
が
な
く
、
詳
細

(
鎚
)

は
不
明
で
あ
る
。
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統
鹿
合
し
て
何
ら
か
そ
の
職
掌
を
移
管
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、

以
上
の
よ
う
に
、
大
鴻
躍
と
し
て
の
事
績
が
わ
か
る
の
は
三
名
の
み
で
、
史
料
に
乏
し
い
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
大
鴻
腫
は
、
血
ハ層
圏
を

そ
の
活
動
や
職
掌
に
は
そ
れ
ま
で
の
大
鴻
瞳
と
著
し
く
異
な
る
黙
は
見

出
さ
れ
な
い
。

な
お
、
任
官
者
の
経
歴
に
つ
い
て
見
て
お
く
と
、
章
安
世
は
意
賢
の
孫
、
粛
育
・
粛
由
は
薫
望
之
の
子
で
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
章
賢
と

粛
望
之
は
と
も
に
大
鴻
膿
経
験
者
で
あ
る
。
と
く
に
『
漢
書
』
巻
七
八
粛
望
之
俸
に
よ
れ
ば
、
粛
育
は
大
鴻
腫
任
官
前
に
副
校
尉
や
中
郎
賂
と

し
て
旬
奴
に
涯
遣
さ
れ
て
お
り
、
粛
由
も
使
何
奴
副
校
尉
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
と
も
に
盤
夷
と
の
関
係
が
深
く
、
ま
た
同
俸
に
、

元
始
中
、
明
堂
・
勝
薙
を
作
り
、
大
い
に
諸
侯
を
朝
せ
し
め
ん
と
す
る
に
、
由
を
徴
し
て
大
鴻
胞
と
震
す
も
、
舎
病
み
、
賓
賛
に
及
ば
ず

し
て
、
還
り
て
故
官
に
掃
り
、
病
も
て
克
ぜ
ら
る
。
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(
お
)

と
あ
っ
て
、
粛
由
は
明
堂
の
祭
儀
の
た
め
に
と
く
に
大
鴻
瞳
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
育
・
由
の
任
官
に
は
、
大
行
治
櫨
丞
や
大
鴻
瞳

を
つ
と
め
た
粛
望
之
の
経
歴
も
影
響
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
左
威
は

『
漢
書
』
巻
八
八
儒
林
俸
に
よ
れ
ば
、
公
羊
春
秋
の
事
者
顔
安
楽
の
弟
子
冷
豊
に
師
事
し
て
公
羊
春
秋
で
一
家
の
皐
を
な

『
漢
書
』
巻
九
九
王
葬
俸
に
よ
れ
ば
、

る
。
さ
ら
に
、
橋
仁
は
、
儒
林
俸
に
「
小
戴
、
梁
の
人
橋
仁
季
卿
・
楊
築
子
孫
に
授
け
、

始
建
園
三
年
に
六
経
祭
酒
を
置
い
た
際
に
、

春
秋
を
講
ず
る
祭
酒
と
さ
れ
て
い

仁
は
大
鴻
瞳
と
震
り
、

家
は
世
業
を
俸
う
。
」
と
あ

前
漢
末
期
の
大
鴻
瞳
に
は
儒
者
が
任
官
す
る
傾
向

し
た
儒
者
で
あ
り
、

り
小
戴
(
戴
聖
)
の
弟
子
と
し
て
、

嘩
で
一
家
の
間
四
千
を
な
し
た
儒
者
で
あ
る
こ
と
か
ら

が
う
か
が
え
る
。

第
七
節

景
一
帝
中
二
年
令
の
検
討

理
の
官
と
し
て
の
性
格
が
強
く
見
ら
れ
る
一
方
で
、

こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
典
客
に
は
、
諸
侯
王
管
理
に
専
門
的
に
任
ず
る
官
と
い
う
面
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
大
行
令
は
、
鐙
夷
管

治
罪
の
貼
で
や
や
重
み
を
持
つ
と
と
も
に
、
封
建
の
奏
上
に
関
わ

諸
侯
王
管
理
で
も
、
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り
、
誼
を
奏
上
し
て
お
り
、
大
鴻
胞
は
、
鐙
夷
管
理
に
加
え
て
、
諸
侯
王
管
理
で
中
心
的
役
割
を
携
う
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
列
侯
管
理
も

職
掌
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
典
麗
園
の
統
鹿
合
後
も
と
く
に
鑓
化
は
見
ら
れ
な
い
。
と
す
る
と
、
部
分
的
に
せ
よ
専
門
的
に
諸
侯
王
管
理
に
闘

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
行
令
か
ら
で
、
列
侯
管
理
は
大
鴻
艦
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
諸
侯
王
と
列
侯
の
管
理
と
い
う
貼
に
深

く
閥
わ
る
の
が
、
先
に
検
討
を
留
保
し
た
景
一
帝
中
二
年
令
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
『
漢
書
』
巻
五
景
一
帝
紀
所
載
の
令
文
を
引
く
と
、

中
二
年
春
二
月
、
令
し
て
、
諸
侯
王
の
亮
じ
、
列
侯
の
初
め
て
封
ぜ
ら
れ
及
び
固
に
之
く
に
は
、
大
鴻
脂
に
誼
・
訣
・
策
を
奏
せ
し
む
。

列
侯
の
嘉
じ
、
及
び
諸
侯
太
停
の
-初
め
て
除
せ
ら
れ
官
に
之
く
に
は
、
大
行
に
誼

・
諜
・
策
を
奏
せ
し
む
。

の
如
く
で
、
第
二
簡
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
見
え
る
大
鴻
踊
の
名
稽
が
百
官
表
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
官
名
襲
更
と
矛
盾
す
る
こ
と

と
、
こ
の
内
容
が
典
客
系
統
の
官
に
よ
る
諸
侯
王
と
列
侯
の
管
理
と
い
う
面
に
関
わ
る
こ
と
の
二
貼
が
問
題
で
あ
る
。
前
者
の
問
題
か
ら
順
に



検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
の
令
文
に
大
鴻
腫
の
名
稿
が
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
顔
師
古
が
百
官
表
の
官
名
獲
更
記
事
に
誤
り
が
あ
る
と
す
る
の
に
射
し
、

謙
『
漢
書
補
注
』
の
引
く
劉
放
・
劉
倣

・
周
蕎
昌
は
、

王
先

武
一
帝
の
時
に
官
名
襲
更
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、

ま
た
武
一
帝
初
期
の
記
事
で
王

快

・
李
息
を
大
行
令
と
記
し
、
第
四
節
で
あ
げ
た

『
漢
書
』
巻
五
三
景
十
三
王
俸
に
見
え
る
河
開
王
徳
の
誼
の
奏
上
も
大
行
令
が
行
な
っ
て
い

こ
の
令
文
の
後
積
部
分
(
引
用
は
省
略
〉
に
見
え
る
光
緑
大
夫
も
太
初
元
年
以
後
の
官
名
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
こ
の
令

文
は
、
景
一
帝
中
二
年
嘗
時
の
官
名
を
、
後
に
太
初
元
年
以
後
の
官
名
に
書
き
替
え
て
し
ま
っ
た
も
の
と
す
る
。
後
者
の
指
摘
に
は
合
理
性
が
あ

(
鉛
)

り
、
ま
た
前
節
ま
で
の
検
討
で
も
百
官
表
に
記
さ
れ
る
官
名
饗
更
と
矛
盾
す
る
史
料
は
他
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

世
の
書
き
替
え
で
、
本
来
は
「
典
客
」
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

る
こ
と
、

「
大
鴻
腫
」
は
後

女
に
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
の
令
は
、
諸
侯
王
死
去
の
場
合
と
列
侯
の
初
封

・
就
園
の
場
合
に
は
典
客
が
誼

・
諒
・
策
を
奏
上
し
、
列
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侯
死
去
の
場
合
と
諸
侯
太
停
が
初
め
て
任
官
す
る
場
合
に
は
大
行
が
誼

・
訣
・
策
を
奏
上
す
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
典
客

と
大
行
は
、
設

・
訣

・
策
の
上
奏
と
い
う
黙
で
、
諸
侯
王
・
列
侯
に
関
わ
る
職
務
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
誼

・
諜

・
策
の
上
奏
と
い
う
職
務
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
誼
・
諜
は
諸
侯
王

・
列
侯
死
去
の
際
の
お
く
り
名
と
遁
悼
文
、
策
は
命

令
書
で
、
こ
こ
で
は
封
侯

・
就
園
お
よ
び
諸
侯
太
停
任
官
の
際
の
辞
令
書
・
設
令
書
に
相
営
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
誼

・
諒

・
策
そ
れ
白
檀

は
薩
制

・
法
制
上
の
形
式
的
文
書
と
い
う
性
格
が
強
い
が
、
誼
と
誌
は
生
前
の
功
罪
に
射
す
る
評
債
に
も
と
寺
つ
い
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
、
嘗

然
そ
の
評
債
は
爵
位
相
績
の
可
否
に
影
響
し
、
策
は
封
侯

・
任
官
の
根
擦
を
示
す
ο

そ
し
て
、
百
官
表
上
に

「
王
を
輔
く
」
と
あ
る
諸
侯
太
停

の
官
は
、
そ
の
職
務
の
如
何
が
王
の
功
罪
を
左
右
す
る
面
を
持
つ
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
結
局
、
こ
の
景
一
帝
中
二
年
令
に
よ
っ
て
、
典
客

・
大
行

は
、
誼
・
訣

・
策
の
上
奏
と
い
う
職
務
を
通
じ
て
、
質
質
的
に
は
諸
侯
王
位
の
相
績
お
よ
び
列
侯
位
の
授
輿
と
相
積
と
い
う
、
諸
侯
王
・
列
侯

の
地
位
そ
の
も
の
の
管
理
に
関
わ
る
職
掌
を
お
び
る
よ
う
に
な

っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
列
侯
管
理
の
職
掌

一
般
は
、

太
初
元
年
(
前
一

O
四
〉
に
主
爵
都
尉
か
ら
大
鴻
腫
に
移
管
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
景
一
帝一
中
二
年
の
段
階
か
ら
、
典
客
系
統
の
官
は
、

697 
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諸
侯
王
・
列
侯
管
理
の
重
要
な
一
部
分
を
職
掌
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、

『
史
記
』
巻
一

O
七
貌
其
武
安
侯
列
俸
の
元
光
四
年
(
前

一
一
一
一
一
)
の
僚
に
、

上
、
御
史
を
し
て
説
其
の
言
う
所
の
濯
夫
、
頗
る
儲
ら
ず
し
て
欺
謹
す
る
を
簿
責
し、

劾
し
て
都
司
空
に
繋
が
し
む
。
孝
景
の
時
、
親
其

常
て
遺
詔
を
受
く
。

日
く
「
事
の
使
な
ら
ざ
る
有
ら
ば
、
便
宜
を
以
て
論
じ
上
れ」

と
。
:
:
:
説
其
乃
ち
昆
弟
の
子
を
し
て
上
書
し
て
之

を
言
わ
し
め
、
復
た
召
見
を
得
ん
こ
と
を
幸
う
。
書
奏
上
さ
れ
る
や
、
向
書

・
大
行
を
案
ず
る
も
遺
詔
無
し
。

と
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
末
尾
の
原
文
は

「案
向
書
大
行
無
遺
詔
」
で
、
従
来
は
、
張
守
節
『
史
記
正
義
』
に

「
天
子
の
尉
を
大
行

と
日
ぅ。
」
と
あ
る
の
に
従
い
、

(
幻
)

ょ
う
で
あ
る
が
、
委
関
『
史
記
集
解
』
が
引
く
如
淳
の
「
大
行
は
、
諸
侯
を
主
る
官
な
り
に
と
い
う
読
に
従
え
ば
、
前
掲
書
き
下
し
の
如
く
、

「向
書
の
管
理
す
る
文
書
を
調
査
し
た
が
景
一
帝
崩
御
の
際
の
遺
詔
は
無
か
っ
た
。
」
と
解
す
る
の
が
一
般
的
な

「向
書
と
大
行
令
の
管
理
す
る
文
書
を
調
査
し
た
が
景
一
帝
の
遺
詔
は
無
か
っ
た
。
」
と
解
さ
れ
る
。

ど
ち
ら
も
文
意
は
通
ず
る
が

前
文
で
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「孝
景
の
時
、

:
:
:
遺
詔
を
受
く
。
」
と
あ
れ
ば
、

後
文
で
は
景
一帝
崩
御
を
示
す

「大
行
」
の
語
を
使
わ
な
く
て
も
「
遺
詔
」
の
み
で
よ
い
は

ず
で
、
後
者
の
解
樫
の
ほ
う
が
安
嘗
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
大
行
令
は
、

皇一
一帝
の
設
す
る
列
侯
闘
係
の
文
書
管

理
の

一
部
に
も
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
景
一帝
中
二
年
令
に
よ
っ

て
典
客

・
大
行
が
列
侯
位
の
管
理
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ

と
か
ら
涯
生
し
た
職
掌
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
八
節

属
官
に
つ
い
て

そ
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
嘗
然
こ
の
大
行
は
典
客
の
属
官

(

お

)

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
典
客
系
統
の
官
の
属
官
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
大
行
か
ら
検
討
し

と
こ
ろ
で
、

景一帝
中
二
年
令
で
は
、
典
客
と
大
行
で
職
務
が
分
捨
さ
れ
て
お
り
、

て
い
長
』
た
い
。

第
二
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に

属
官
と
し
て

の
大
行
は
、
漢
初
に
は
大
行
で
、
景
一帝
中
六
年
に
行
人
に
更
名
さ
れ
、
武
一
一帝
太
初
元
年
に
大
行



の
奮
稽
に
も
ど
さ
れ
た
が
、
景
一
帝
一
中
六
年
の
更
名
は
『
史
記
』
孝
景
本
紀
に
あ
る
の
み
で
、
百
官
表
に
は
記
載
が
な
い
。
な
ぜ
、
百
官
表
は
、

太
初
元
年
の
行
人
か
ら
大
行
へ
の
更
名
は
記
し
な
が
ら
、
景
一
帝
中
六
年
の
大
行
か
ら
行
人
へ
の
更
名
は
記
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
な

る
記
事
の
歓
落
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

『
史
記
』
孝
景
本
紀
の
中
六
年
僚
に
は
、
廷
尉
・
勝
作
少
府
・
主
爵
中
尉
・
長
信
倉
事
・
勝
行
・
大
行

・
奉
常
・
典
客
・
治
粟
内
史
の
計
九
官
の
官
名
饗
更
が
列
奉
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
百
官
表
の
各
官
の
記
事
と
比
較
し
て
み
る
と
、
大
行
以
外
は
、

(

鈎

)

す
べ
て
百
官
表
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
百
官
表
は
典
客
の
属
官
を
列
奉
す
る
の
に
行
人
の
名
稽
を
あ
げ
、
そ
れ
が
太
初
元
年
に
更
名
さ

れ
た
と
記
し
て
お
り
、
百
官
表
の
典
客
の
僚
は
、
景
一
帝
中
六
年
ま
で
の
大
行
に
つ
い
て
、
意
園
的
に
記
述
を
避
け
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

一方、

『
史
記
』
孝
景
本
紀
も
「
大
行
を
行
人
と
篤
し
、
奉
常
を
太
常
と
震
し
、
典
客
を
大
行
と
矯
し
」
と
記
し
、
大
行
を
典
客
よ
り
先
に
あ

げ
た
う
え
、
聞
に
奉
常
の
記
事
を
挟
ん
で
お
り
、
こ
の
記
事
全
瞳
の
官
名
の
記
載
順
序
に
と
く
に
規
則
性
が
な
い
と
し
て
も
、
景
一
帝
中
二
年
に

見
え
る
典
客
と
大
行
の
関
係
に
か
ん
が
み
れ
ば
、

不
自
然
と
の
感
は
否
め
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
景
一
帝
中
六
年
ま
で
の
大
行
に
闘
す
る
史
料
の
記
述
に
は
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
大
行
に
つ
い
て
見
る
と
、

『
史
記
』
巻
九
九
叔
孫
遁
列
俸
に
、
高
租
七
年
(
前
二
O
-
O〉
の
長
柴
宮
落
成
時
に
お
け
る
朝
賀
に
際
し
て
「
大
行
、
九
賓
を
設
け
、
臆
俸
す
。
」

(
川
叫
〉

と
あ
り
、
大
行
は
漢
初
よ
り
設
置
さ
れ
、

そ
こ
で
、
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朝
廷
の
儀
嘩
に
開
興
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

こ
の
朝
賀
に
闘
す
る
史
料
に
典
客
は
見
え
な

ぃ
。
同
俸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
朝
賀
の
儀
は
、
高
租
に
「
吾
、
遁
ち
今
日
、
皇
帝
震
る
の
貴
き
を
知
る
な
り
」
と
言
わ
し
め
た
も
の
で
、
儀
瞳
を

整
備
し
て
こ
の
朝
賀
の
儀
を
執
り
し
き
っ
た
叔
孫
遁
は
奉
常
に
拝
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
行
と
奉
常
の
関
係
を
示
唆
し
、
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
前
掲
『
史
記
』
孝
景
本
紀
の
官
名
の
記
載
順
も
不
自
然
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

『
史
記
』
巻
二
三
薩
書
の
官
頭
を
見
る
と
、

「
太
史

公
目
く
:
:
:
余
、
大
行
程
官
に
至
り
」
と
あ
り
、
司
馬
貞
『
史
記
索
醸
』
に
「
大
行
、

げ
た
大
行
治
瞳
丞
と
い
う
官
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
後
の
大
行
も
瞳
儀
を
掌
る
官
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
漢
初
か
ら

(
H
U
)
 

の
も
の
で
、
大
行
は
「
櫨
儀
を
主
る
」
官
と
し
て
、
「
宗
廟
瞳
儀
を
掌
る
」
奉
常
と
密
接
に
関
わ
り
、

(

州

出

)

関
係
し
た
が
、
基
本
的
に
は
別
系
統
の
濁
立
し
た
官
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

秦
官
、

櫨
儀
を
主
る
。
」
と
あ
る
。
第
五
・
六
節
で
あ

ま
た
賓
客
の
曜
と
い
う
面
で
は
典
客
と
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と
す
る
と
、
景
一
帝
中
二
年
令
に
よ
る
職
務
は
典
客
・
大
行
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
新
た
な
職
務
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
典
客
を
主
と

し
大
行
を
従
と
す
る
閥
係
は
こ
の
令
に
よ
っ
て
初
め
て
瑳
生
し
た
も
の
で
、
そ
の
こ
と
が
景
一
帝
中
六
年
の
大
行
と
典
客
の
官
名
獲
更
に
つ
な
が

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
も
と
は
別
系
統
の
官
で
あ
っ
た
雨
官
は
、
景
帯
中
二
年
令
に
よ
っ
て
管
掌
す
る
職
務
の
一
部
に
事
買
上
の
統

属
関
係
を
生
じ
た
た
め
、
中
六
年
の
官
制
整
備
で
、
そ
れ
ぞ
れ
更
名
し
て
大
行
令
を
主
官
と
し
行
人
を
属
官
と
す
る

一
つ
の
組
織
に
再
編
成
さ

れ
た
の
で
あ
り
、

百
官
表
の
典
客
の
僚
が
景
一
帝一
中
六
年
ま
で
の
大
行
に
つ
い
て
記
さ
な
い
の
は
、
大
行
が
正
式
に
典
客
系
統
の
官
の
属
官
と
な

っ
た
時
期
が
、
行
人
に
更
名
さ
れ
た
中
六
年
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

前
掲
百
官
表
は
、
大
行
(
行
人
〉
令
・
丞
の
他
に
、
弔
辞
官
と
別
火
の
南
令
・
丞
と
郡
邸
長
・
丞
を
廃
官
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の

別
火
は
、

「
武
一
帝
太
初
元
年
、
:
・
:
初
め
て
別
火
を
置
く
よ
と
あ
る
よ
う
に
、

ハ
必
〉

夷
賓
客
」
の
飲
食
開
係
に
封
臆
す
る
官
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
属
官
の
新
設
は
、
盛
夷
管
理
の
職
掌
を
強
化
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

百
官
表
に

「初
め
、
郡
園
邸
を
置
く
に
、
少
府
に
麗
し
、 太
初
元
年
に
新
設
さ
れ
た
官
で
、

繋
虎
氏
に
よ
れ
ば
、

ー「

四

一方、

郡
邸
長

・
丞
は
、

中
ご
ろ
中
尉
に
麗
し
、

後
に
大
鴻
臨
に
属
す
。
」
と
あ
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る
こ
と
か
ら
、
京
師
に
あ
る
郡
お
よ
び
諸
侯
園
の
邸
を
管
掌
し
、
漢
初
に
は
少
府
の
属
下
に
あ
っ
た
が
、
後
に
中
尉
に
移
管
さ
れ
、

さ
ら
に
大

鴻
胞
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
移
管
の
時
期
で
あ
る
が
、
中
尉
・
大
鴻
腫
と
い
う
官
名
表
記
が
正
確
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
尉
は

(

必

)

太
初
元
年
に
執
金
吾
に
更
名
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
大
鴻
臆
は
太
初
元
年
以
降
の
官
名
で
あ
る
か
ら
、
郡
邸
長
・
丞
が
典
客
系
統
の
官
の
属
官
と

(

日

目

)

や
は
り
太
初
元
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
っ
た
の
も
、

こ
の
よ
う
に
、
典
客
系
統
の
官
で
は
、
大
行
令
・
丞
が
、
寅
質
的
に
は
景
一
帝
中
二
年
か
ら
、
正
式
に
は
景
一
帝一
中
六
年
か
ら
、
別
火
令

・
丞
と

郡
邸
長

・
丞
が
太
初
元
年
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
属
官
と
な
っ
た
が
、
書
官
令

・
丞
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
官
名
獲
更
や
新
設
・
移
管
を
示
す
記
事

は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
漢
初
か
ら
の
属
官
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
名
稽
か
ら
見
て
、
轡
夷
に
開
わ
る
官
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
官
だ
け
が
漢
初
に
お
け
る
属
官
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

(
必
〉

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
b

え
よ
う
。

や
は
り
、
漢
初
の
奥
客
が
ま
さ
に
「
諸
の
開
義
の
醤
夷
を
掌
る
」
官
で
あ
っ



第
九
節

典
客
系
統
の
官
の
襲
遁
と
性
格

こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
典
客
系
統
の
官
の
襲
遷
の
経
緯
は
以
下
の
如
く
に
整
理
さ
れ
よ
う
。

ω典
客
は
漢
初
よ
り
設
置
さ
れ
た
が
、
漢
初
に
お
い
て
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
る
「
諸
侯
を
掌
る
」
官
、
す
な
わ
ち
諸
侯
王
管
理
に
専
門
的
に
任

ず
る
官
と
い
う
面
は
な
く
、
誇
官
令
・
丞
の
み
を
属
官
と
す
る
「
諸
の
鯖
義
の
轡
夷
を
掌
る
」
官
で
あ
っ
た
。

ω景
帝
中
二
年
令
に
よ
り
、
誼
・
諜
・
策
の
上
奏
と
い
う
職
務
を
通
じ
て
、
賓
質
的
に
は
諸
侯
王
・
列
侯
の
地
位
そ
の
も
の
の
管
理
に
閥
わ
る

職
掌
を
お
び
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
職
務
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
別
系
統
の
「
瞳
儀
を
主
る
」
官
で
あ
っ
た
大
行
と
の
開
に
統
属
関
係
が
生

じ
た
。

ωそ
の
た
め
、
景
一
帝
中
六
年
に
、
血
〈
客
を
大
行
、
大
行
を
行
人
に
更
名
し
て
、
大
行
令
を
主
官
と
す
る
一
組
織
に
再
編
成
し
て
行
人
令
・
丞
を

正
式
の
属
官
に
加
え
た
。

ωそ
の
後
、
次
第
に
諸
侯
王
お
よ
び
列
侯
管
理
の
面
で
の
職
掌
が
績
大
し
て
い
っ
た
。
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例
そ
の
結
果
、
武
一
帝
太
初
元
年
に
、
大
行
令
を
大
鴻
瞳
、
行
人
令
・
丞
を
大
行
令
・
丞
に
更
名
し
、
主
爵
都
尉
か
ら
列
侯
管
理
の
職
掌
を
移
管

し
、
中
尉
か
ら
は
郡
園
邸
管
理
の
職
掌
も
移
管
し
て
郡
邸
長
・
丞
を
属
官
に
加
え
、
ま
た
新
た
な
属
官
と
し
て
別
火
令
・
丞
を
置
き
、
轡
夷

管
理
の
面
も
強
化
し
た
。

ωそ
の
後
、
諸
侯
王
管
理
で
も
中
心
的
役
割
を
携
う
よ
う
に
な
っ
た
。

的
成
一
帝
河
卒
元
年
に
典
層
圏
を
統
鹿
合
し
た
が
、
そ
の
後
も
そ
れ
ま
で
と
著
し
く
異
な
る
貼
は
な
い
。

以
上
の
経
緯
を
ふ
ま
え
て
、
複
雑
に
見
え
た
官
名
獲
更
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
と
、
景
一
帝
一
中
六
年
の
更
名
は
、
別
系
統
の
官
で
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あ
っ
た
典
客
と
大
行
を
一
組
織
に
再
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ま
で
の
大
行
を
属
官
と
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
典
客
を
大
行
令
に
更
名

し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
大
行
を
行
人
に
更
名
し
た
と
考
え
ら
れ
、
と
く
に
異
と
す
べ
き
貼
は
な
い
。
一
方
、
太
初
元
年
の
更
名
は
、
主
官
の
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大
行
令
の
更
名
に
と
も
な
っ
て
、
属
官
の
行
人
を
奮
稽
の
大
行
に
も
ど
し
た
こ
と
は
領
け
る
け
れ
ど
も
、
大
鴻
腫
へ
の
更
名
に
つ
い
て
は
剣
然

(

U

)

(

同

日

)

と
し
な
い
。
「
鴻
脚
」
の
字
義
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
っ
て
定
設
を
見
な
い
が
、
た
だ
、
そ
の
字
義
解
調
停
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

「
鴻
瞳
」
で
一

語
で
あ
る
か
ら
、
大
鴻
臓
と
は
「
大
き
な
鴻
瞳
」
、
す
な
わ
ち
鴻
瞳
の
最
上
位
者
、
鴻
臓
の
長
官
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
、

「
鴻
踊
」
に
つ
い
て
見
る
と

『
北
堂
書
紗
』
巻
五
四
設
官
部
所
引
の
臆
勘
『
漢
官
』
に
「
鴻
瞳
は
、

景
一
帝
置
く
。
」
と
あ
る
。

こ
れ
は

『
漢
書
』
の
景
一
帝
一
中
二
年
令
に
「
大
鴻
艦
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
誤
解
に
も
と
づ
く
記
事
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

『
初
事
記
』
巻
十

二
職
官
部
所
引
の
『
漢
官
』
に
は
「
秦
、
典
客
を
置
く
。
:
:
:
漢
、
之
に
因
る
。
景
一
帝
、
大
行
令
に
更
名
し
、

う
。
」
と
あ
り
、
こ
の
『
漠
官
』
も
贋
劫
の
も
の
と
す
れ
ば
、

武
一
帝
、
改
め
て
大
鴻
踊
と
日

彼
は
官
名
捷
更
に
つ
い
て
正
し
く
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
誤
解
に
も
と

づ
く
記
事
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、

「
鴻
蝿
」
は
景
一
帝
が
置
い
た
も
の
で
、
太
初
元
年
の
官
名
費
更
で
は
、

「
置
く
」
と
「
更
名
」
は
異
な
る
か
ら
、
南
『
漢
官
』
記
事
は
互
い
に
矛
盾
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

膿
」
を
主
官
名
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
肢
で
は
、

(
州
知
〉

可
能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

「
大
鴻

『
北
堂
書
紗
』
所
引
の
記
事
の
み
で
、
他
に
徴
す
べ
き
史
料
が
な
い
た
め
、
断
定

そ
れ
が
典
客
系
統
の
官
を
表
象
す
る
名
稽
と
さ
れ
た
た
め
に
、
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は
で
き
な
い
が
、

典
客
系
統
の
官
の
饗
遜
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
、

「
諸
の
蹄
義
の
蟹
夷
を
掌
る
」
典
客
が
、

な
ぜ
諸
侯
王
や
列

侯
の
管
理
を
も
職
掌
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
第
三
節
で
検
討
し
た
反
日
氏
ク
ー
デ
タ
ー
に
お
け
る
劉
掲
の
事
績
で
、

典
客
が
印
綾
の
回
牧
を
行
な
う
職
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
劉
掲
の
故
事
は
、
第
五
節
で
指
摘
し
た
如
く
、
宣
帝
擁
立
後
の
史

築
成
の
論
功
で
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
第
六
簡
で
あ
げ
た
よ
う
に
、

手
が
か
り
と
な
る
史
料
は
乏
し
い
が
、

成
一
帝
緩
和
元
年
の
定
陶
王
(
後
の
友
一
帝
〉
の
立
皇
太
子
の
際
や
卒

一
帝
聞
位
時
に
も
史
集
成
と
同
様
の
例
が
見
え
る
。
ま
た
『
漢
書
』
巻
九
九
下
王
葬
停
下
を
見
る
と
、

一
商
人
杜
果
、

(
王
〉
葬
を
殺
し
、
其
の
綬
を
取
る
。

校
尉
、

東
海
の
公
賓
就
、

放
の
大
行
治
瞳
な
れ
ば
、

呉
を
見
て
綬
主
の
所
在
を
問

う



と
あ
り
、
大
鴻
臆
属
官
の
大
行
治
躍
が
印
綾
に
つ
い
て
知
悉
し
得
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
典
客
系
統
の
官
は
、
上
述

の
よ
う
に
襲
遷
し
て
い
っ
た
な
か
で
も
、
印
授
の
管
理
と
い
う
面
で
漢
初
よ
り
一
貫
し
て
何
ら
か
の
職
権
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
印
)

こ
の
貼
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
典
客
は
登
夷
管
理
の
官
で
あ
り
、
轡
夷
の
統
御
に
お
い
て
印
綬
の
授
輿
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た

か
ら
、
典
客
が
轡
夷
の
印
綬
の
管
理
に
関
わ
る
の
は
嘗
然
で
あ
る
が
、
劉
掲
の
事
例
で
は
、
漢
人
で
あ
る
目
株
か
ら
、
し
か
も
通
常
は
轡
夷
に

輿
え
な
い
上
将
軍
印
を
回
牧
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
事
買
か
ら
見
る
限
り
、
典
客
が
漢
初
か
ら
有
し
て
い
た
印
綬
の
管
理
に
関
わ

る
職
権
は
、
轡
夷
・
漢
人
の
匡
別
な
く
適
用
さ
れ
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
轡
夷
管
理
の
官
で
あ
る
典
客
が
こ
う
し
た
職
権
を
持
つ

の
は
一
見
奇
妙
に
も
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
印
緩
に
は
漢
朝
の
支
配
秩
序
内
に
お
け
る
所
有
者
の
身
分
・
地
位
を
示
す
標
識
と
い
う
面
が
あ

(

日

)

り
、
そ
の
一
意
味
で
は
漢
人
も
鐙
夷
も
同
じ
で
、
逼
常
は
漢
人
に
授
興
さ
れ
る
印
綬
が
登
夷
に
授
興
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
現
賓
の
印
綾

の
管
理
に
あ
た
っ
て
、
す
べ
て
漢
人
と
蟹
夷
と
に
峻
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
現
質
的
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
印
綾
の
管
理
で
は
漢
人
と

轡
夷
を
匡
別
せ
ず
に
扱
う
部
分
が
あ
り
、
典
客
が
そ
う
し
た
部
分
に
闘
わ
る
職
権
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
異
と
す
べ
き
こ
と
で

は
な
い
。
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一
方
、
第
七
節
で
指
摘
し
た
如
く
、
典
客
系
統
の
官
が
諸
侯
王
・
列
侯
管
理
に
専
門
的
に
閥
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
端
緒
は
景
一
帝
中
二
年
令

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
責
質
的
に
諸
侯
王
位
の
相
績
お
よ
び
列
侯
位
の
授
輿
・
相
績
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
と
密
接
に

関
わ
る
の
が
ま
さ
に
印
綾
の
授
興
・
国
政
で
あ
る
。
貫
際
、
時
代
は
下
る
が
、
後
漢
の
大
鴻
腫
も
、
王
・
諸
侯
・
諸
侯
の
嗣
子
・
四
方
の
夷
秋

(

臼

〉

の
封
者
を
奔
す
る
際
に
印
綬
を
賛
授
す
る
こ
と
を
職
務
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
典
客
系
統
の
官
が
諸
侯
王
・
列
侯
管
理
を
も
職
掌

と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
典
客
が
、
も
と
も
と
印
綬
の
管
理
、
と
く
に
そ
の
授
興
・
回
牧
に
闘
わ
る
職
権
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
か

ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
典
客
は
、
漢
初
に
は
印
綬
の
授
輿
・
回
牧
と
い
う
行
痛
を
擢
暗
闘
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
印
綬
の
授
輿
・
回
牧

と
い
う
行
震
が
身
分
・
地
位
の
授
輿
・
剥
脱
を
決
定
づ
け
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
景
一
一
帝
中
二
年
令
に
よ
っ
て
、
諸
侯
王
・
列
侯
位
の

授
興
・
相
績
と
い
う
、
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そ
の
身
分
・
地
位
の
授
興
・
剥
脱
め
決
定
そ
の
も
の
に
関
わ
る
職
掌
を
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
稿
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で
指
摘
し
た
如
く
、
前
漢
王
朝
は
、
壁
夷
に
封
し
、
固
有
の
地
位
・
稿
競
を
承
認
し
そ
れ
を
二
十
等
俸
に
比
し
た
り
、
二
十
位
一
寸
爵
ゃ
い
わ
ゆ
る

(

臼

)

「
異
民
族
傍
」
な
ど
を
授
興
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
漢
朝
の
設
定
す
る
身
分
秩
序
の
な
か
に
彼
ら
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
貼
で
は
、
漢
人
に

劃
す
る
諸
侯
王
・
列
侯
以
下
の
霞
位
の
授
興
と
同
じ
で
あ
る
。
と
く
に
二
十
等
慢
の
授
輿
の
場
合
に
は
ま
っ
た
く
共
通
で
あ
る
が
、
こ
の
皆
夷

(

臼

〉

中
三
年
(
前
一
四
七
〉
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

へ
の
二
十
等
爵
の
授
興
が
制
度
化
さ
れ
賓
施
さ
れ
た
の
は
、
景
一
帝
中
二
年
令
の
翌
年
、

て
、
鐙
夷
管
理
の
官
で
あ
っ
た
典
客
は
、
漢
人
・
畿
夷
の
区
別
な
く
適
用
さ
れ
る
印
綬
の
授
輿
・
回
牧
に
関
わ
る
職
権
を
も
有
し
て
い
た
が
、

漢
人
・
轡
夷
を
網
羅
し
た
身
分

・
地
位
の
管
理
の
一
元
化
と
い
う
方
向
性
の
も
と
で
、
雨
者
の
身
分

・
地
位
管
理
に
共
通
す
る
印
綬
の
授
輿

・

太
初
元
年
(
前
一

O
四
〉
の
主
霞
都
尉
の
職

回
牧
を
接
黙
と
し
て
、

諸
侯
王

・
列
侯
の
管
理
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、

そ
の
結
果
、

掌
移
管
を
経
て
、
前
漢
後
半
期
に
は
、
第
五
簡
で
あ
げ
た
揚
雄
の
言
う
よ
う
に
、

「
俸
を
司
る
」
官
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

日

)

卒
勢
隆
郎
氏
は
『
史
記
』
の
記
述
に
臆
さ
れ
た
漢
以
外
の
正
統
観
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
に
擦
り
つ
つ
璽
印
制
度
の
面
か
ら
南
越
に
つ

- 98ー

い
て
論
じ
ら
れ
た
吉
開
将
人
氏
に
よ
れ
ば
、
南
越
は
、
漢
と
は
異
な
る
正
統
親
に
も
と
づ
く
「
中
華
」
瞳
制
を
と
り
、
東
南
中
園
の
諸
民
族
に

(

回

)

劃
し
て
濁
自
の
官

・
爵
の
印
を
授
興
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
嘗
時
の
君
主
(
園
家
)
に
と
っ
て
、
印
綬
の
授
興

は
、
自
ら
が
正
統
な
天
下
の
支
配
者
た
る
こ
と
を
具
現
す
る
重
要
な
行
震
の
一
つ
で
あ
っ
た
一
か
ら
、
そ
れ
に
関
興
し
て
い
た
典
客
系
統
の
官

は
、
轡
夷
管
理
の
官
の

一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
来
、
秦
・
漠
園
家
に
よ
る
天
下
支
配
の
根
本
に
関
わ
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
官
と
見
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。

お

わ

り

以
上
、
前
漢
に
お
け
る
典
客
系
統
の
官
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

は
、
さ
ら
に
典
層
圏
に
つ
い
て
、
層
圏
制
の
問
題
も
含
め
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
成
帝
期
の
こ
ろ
か
ら
は
、
尚
書
の
一
部
も

(
貯
〉

置
夷
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
レ
る
。
後
漢
以
後
の
朕
況
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

第

一
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

前
漢
の
異
民
族
統
御
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註〈1
)

拙
稿
「
前
漢
に
お
け
る
『
轡
夷
降
者
』
と
『
踊
義
轡
夷
』
」
(
『
東
洋

文
化
研
究
所
紀
要
』
一
一
二
四
、
東
京
大
事
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九

七
年
十
二
月
)
。

(
2
〉
百
官
表
上
は
、
典
属
国
を
含
む
太
子
太
停
か
ら
右
扶
風
ま
で
の
官
を

「
皆
秩
二
千
石
」
と
記
す
が
、
安
作
意
・
熊
銭
基
・
察
虎
の
各
氏
は
、

『
漢
書
』
巻
五
四
蘇
武
俸
の
記
事
を
板
援
に
、
奥
底
園
を
中
二
千
石
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
蘇
武
の
例
は
そ
の
功
績
に
封
す
る
特
別
待
遇
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
安
作
環
・
熊
餓
基
『
秦
漢
官
制
史
稿
』
上
加
(
斉

魯
書
社
、
一
九
八
四
年
)
一
占
ハ
三
頁
、
禦
虎
『
漢
唐
外
交
制
度
史
』

ハ
蘭
州
大
皐
出
版
社
、
一
九
九
八
年
)
六

O
頁
参
照
。

〈
3
)

陳
直
『
漢
書
新
誼
』
(
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
五
九
年
〉
、
安
作

護

・
熊
餓
基

『
秦
漢
官
制
史
稿
』
上
部
(
前
掲
)

一
五
九
J
一
六

O
頁

な
ど
。

(
4
〉
矢
淳
悦
子
「
戦
園
秦
の
異
民
族
支
配
と
『
属
邦
』
」
(
『
明
大
ア
ジ
ア

史
論
集
』
創
刊
践
、
一
九
九
七
年
三
月
)
。

(
5
〉
前
掲
註
〈
1
〉
拙
稿
。

(

6

)

察
虎
氏
(
前
掲
書
五
六
l
六
九
頁
)
は
、
漢
代
の
大
鴻
艦
の
職
掌

を
、
一
般
職
掌
(
躍
賓
)
と
外
交
職
能

(
1
.
接
待
来
使
・
縛
迭
外
交

文
書
、
2
.
直
賓
来
使
、

3
.
主
持
封
奔
、

4
.
麗
迭
使
者
、
5
.
来

賓
生
活
服
務
、
6
.
翻
葬
)
に
分
け
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
官
職
の

改
騒
な
ど
一
部
を
除
い
て
、
漢
代
全
鰻
を
制
到
象
と
さ
れ
、
時
期
に
よ
る

職
掌
の
努
化
に
は
あ
ま
り
燭
れ
て
お
ら
れ
な
い
。

〈
7
)

拙
稿
「
前
漢
に
お
け
る
属
図
制
の
形
成
|
|
「
五
廃
園
」
の
問
題
を

中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
史
観
』
一
一
一
一
四
、
一
九
九
六
年
三
月
)
。

〈
8
)

景
帯
中
六
年
と
武
一
帝
太
初
元
年
の
官
名
端
変
更
に
つ
い
て
は
、
大
庭
僑

『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
〈
創
文
位
、
一
九
八
二
年
)
第
一
篇
第
二
章

第
二
節
参
照
。

(
9
〉
『
史
記
』
巻
十
八
高
租
功
臣
侯
者
年
表
に
、
滋
陰
侯
韓
信
が
漢
に
従

っ
て
「
連
数
典
客
と
震
る
」
と
あ
る
の
が
、
漢
に
お
け
る
典
客
の
初
見

で
あ
る
が
、
震
際
に
は
漢
王
朝
成
立
以
前
で
あ
り
、
ま
た
巻
九
二
准
陰

侯
列
停
で
は
「
連
款
と
震
る
」
と
あ
る
の
み
で
、
典
客
は
見
え
ず
、
韓

信
の
典
客
就
任
に
は
疑
問
も
あ
る
。
な
お
、
義
掴
『
史
記
集
解
』
な
ど

の
引
く
徐
貨
は
、
連
数
す
な
わ
ち
典
客
と
す
る
が
、
司
馬
貞
『
史
記
索

隠
』
に
「
李
奇
云
う
、
楚
の
官
名
な
り
。
張
曇
云
う
、
司
馬
な
り
。
」

と
あ
り
、
『
漢
書
』
巻
十
六
高
葱
高
后
文
功
臣
表
の
隆
慮
克
侯
周
竃
の

僚
の
頚
師
古
の
注
に
も
「
如
淳
日
く
、
連
款
は
楚
の
官
な
り
。
」
と
あ

っ
て
、
連
款
は
楚
官
と
考
え
ら
れ
る
が
、
功
者
年
表
な
ど
で
は
、
こ
の

時
期
の
複
数
の
人
物
が
連
款
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
司
馬
の
よ
う

に
、
同
時
に
複
数
存
在
す
る
官
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
典
客
と
は
考

え
に
く
い
。

(
叩
)
前
掲
註
(
1
〉
拙
稿
の
第
二
節
の
一
を
参
照
。

(
日
)
以
下
、
第
六
節
ま
で
に
あ
げ
る
典
客
・
大
行
令
・
大
鴻
臆
の
任
官
者

に
つ
い
て
は
、
と
く
に
本
文
お
よ
び
註
で
断
わ
ら
な
い
限
り
は
、
百
官

表
下
の
記
事
に
援
る
。

(
ロ
〉
『
漢
書
』
巻
十
六
高
葱
高
后
文
功
臣
表
に
よ
れ
ば
、
劉
掲
は
文
一
帝
十

四
年
に
死
去
し
て
お
り
、
糧
問
敬
が
血
ハ
客
に
任
官
し
た
文
-
宣
二
年
ま
で
、

奥
客
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

(
日
)
印
綬
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
阿
部
幸
信
「
漢
代
に
お
け
る
印
綬

- 99-
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賜
奥
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
一

O
七
|
一

O
、

八
年
十
月
)
な
ど
を
参
照
。

(
V
H

)

『
史
記
』
各

一
O
一
母
錯
列
偲

・
『
漢
書
』
径
四
九
極
錯
停
参
照
。

ま
た
、
武
一
帝
期
の
例
で
は
あ
る
が
、

『
史
記
』
巻
六
十
三
王
世
家
に
よ

る
と
、
一
冗
狩
六
年
(
前
一

一
七
〉
の
斉
王
関

・
燕
王
旦
・
康
俊
王
膏
の

封
建
で
も
、
封
建
決
定
ま
で
は
丞
相
・
御
史
大
夫
以
下
の
大
行
令
を
含

む
諸
官
が
上
奏
し
て
い
る
(
第
四
節
参
照
)
が
、
決
定
の

下
達
で
は

「御
史
大
夫
(
張
〉
湯
、
丞
相
に
下
し
、
丞
相
、
中
二
千
石
に
下
し
、

.
-
律
令
の
如
く
す
。
」
と
あ
り
、
各
王
の
封
建
の
策
文
に
も
「
御
史

大
夫
湯
を
し
て
廟
に
子
口
を
以
て
J
王
と
為
さ
し
む」

と
あ
っ
て
、
諸

侯
王
の
封
建
で
も
、
決
定
後
は
、
御
史
大
夫
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
日
)
百
官
表
下
は
元
狩
元
年
(
前
二
一
二
〉
に
「
大
行
令
李
息
」
と
記
す

が
、

『
史
記
』
各
二
二
漢
興
以
来
将
相
名
臣
年
表

・
径
一

一
一
術
将
軍

列
体

・
『
漢
書
』
巻
五
五
術
背
俸
な
ど
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
元
朔
五
年

に
「
大
行
(
李
)
息
」
と
あ
る
。
ま
た
木
文
後
掲
の
如
く
、
元
狩
六
年

(前一

一
七
)
の
三
王
封
建
の
際
の

上
奏
(
『
史
記
』
巻
六
十
三
王
世

家
〉
に

「
大
行
令
臣
(
李
)
息
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
元

狩
六
年
ま
で
は
在
任
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

(
日
)
『
史
記
』
巻
一
二
三
大
宛
列
停

・
『
漢
書
』
を
六
一
張
驚
停
参
照
。

(
口
)
『
史
記
』
径

一
一
八
准
南
衡
山
列
博

・
『
漢
書
』
巻
四
四
准
南
衡
山

務
北
王
師
陣
参
照
。
な
お
、
こ
の
時
は
、
武
喬
一
の
命
に
よ
っ
て
諸
侯
王

・

列
侯
も
そ
の
論
罪
に
加
わ
っ
て
い
る
。

(
四
〉
『
史
記
』
巻
十
七
漢
輿
以
来
諸
侯
王
年
表

・
径
五
一
刻
燕
世
家
で
は

元
朔
元
年
と
す
る
が
、

『
漢
書
』
各
六
武
帯
紀
で
は
、
元
朔
二
年
秋
の

九
九

僚
に

「燕
王
定
園
、
罪
有
り
、
自
殺
す
。
」
と
あ
る
。

(
川
口
〉
註
(

M

)

参
照
。

(
加
)
註
(

8

)

参
照
。

(幻〉

漢
代
の
三
輔
に
つ
い
て
は
、
大
間
敦
弘

「漢
代
三
輔
制
度
の
形
成
」

(
池
田
温
編
『
中
園
種
法
と
日
本
律
令
制
』
東
方
書
広
、
一
九
九
二
年

所
枚
)
な
ど
を
参
照
。

(
忽
)
『
初
事
記
』
巻
十
二
鴻
脳
卿
に
も
「
漢
揚
雄
大
鴻
艦
簸
」
と
し
て
引

用
が
あ
る
。

(
幻
)
山
田
勝
芳
「
前
漢
武
帝
代
の
財
政
機
構
改
革
」
(『
東
北
大
拳
東
洋

史
論
集
』

て
一

九
八
五
年
)
三
七
頁
。

(
引
品
〉
百
官
表
下
は
、
田
康
明
の
大
鴻
腿
任
官
を
傍
え
る
征
和
四
年
僚
に

「
五
年
に
し
て
遜
る
。」
と
記
し
、
始
元
四
年
に

「
大
鴻
脳
田
康
明
、

術
尉
と
魚
り
、
五
年
に
し
て
遜
る
。」
と
記
す
が
、

『
漢
書
』
巻
七
昭

一
帝
紀
の
始
元
四
年
か
ら
元
鳳
元
年
ま
で
の
記
事
に
大
鴻
腿
と
し
て
記
載

が
あ
り
(
本
文
後
掲
)
、
各
九
十
の
酷
吏
俸
に
も

「
昭
需
の
時
、
庚
明
、

兵
を
賂
い
て
盆
州
を
墜
ち
、
還
る
や
爵
関
内
侯
を
賜
り
、
街
尉
に
遜
さ

る。

」
と
あ
り
、
百
官
表
下
に
誤
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
お
〉
「
大
鴻
服
利
」
は
、
『
漢
書
』

各
四
四
湾
北
王
惇
(
本
文
後
掲
)
に

し
か
見
え
ず
、
人
物
を
特
定
で
き
な
い
。
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
は
、

利
は
田
庚
明
の
誤
り
と
す
る
。

(
お
)
百
官
表
下
は

「
宋
時
」
と
す
る
が
、
『
漢
書
』
巻
八
宣
一帝紀

・
各一
一一

十
義
文
志

・
各
六
八
窪
光
開
時

・
巻
七
八
滞
留
一
-
之
停

・
各
八
九
循
吏
俸

は
、
い
ず
れ
も
「
宋
崎
」
に
作
る
。

(
幻
)

百
官
表
下
に
よ
れ
ば
、
貌
相
の
御
史
大
夫
任
官
期
聞
は
本
始
三
年

ハ
前
七

一
〉
六
月
J
地
節
三
年
(
前
六
七
)
六
月
で
あ
る
か
ら
、
新
留
一
一

-100ー
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之
の
大
行
治
雄
丞
就
任
は
こ
の
時
期
で
あ
る
。

(
お
)
『
漢
書
』
巻
一
一
一
六
楚
元
玉
俸
の
劉
徳
の
俸
に
「
昭
一
帝
の
初
め
、
宗
正

丞
と
篤
り
、
劉
津
の
詔
獄
を
雑
治
す
。
」
と
あ
り
、
劉
津
の
治
罪
に
は

宗
正
丞
も
関
興
し
て
い
た
。

〈
却
)
『
漢
書
』
品
位
八
宣
帯
紀
・
各
六
三
武
五
子
俸
・
径
六
八
震
光
即
時
参

照。

〈
鈎
)
百
官
表
下
に
は
「
大
鴻
艦
を
守
す
」
と
あ
る
。

〈
幻
)
百
官
表
下
の
建
卒
二
年
僚
に
は
「
畢
申
」
と
あ
る
が
、
同
元
蕎
二
年

僚
は
「
畢
由
」
と
す
る
。

〈
幻
〉
百
官
表
下
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
漢
書
』
巻
十
二
卒
一
帝
紀
の
元
始

元
年
僚
に
(
木
文
後
掲
)
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
元
年
ま
で
は
大
鴻

胞
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
お
〉
百
官
表
下
に
は
記
載
が
な
く
、

『
漢
書
』

巻
七
八
粛
笠
之
俸
(
本
文

後
掲
)
に
見
え
る
。

(
鈎
)
任
宏
は
『
漢
書
』
巻
三
十
密
文
士
ゅ
の
兵
家
の
記
事
に
そ
の
名
が
見
え

る
の
み
で
あ
る
。

(
お
)
『
漢
書』

巻
十
二
卒
一
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
明
堂
・
僻
濯
の
建
設
は
元
始

四
年
夏
に
王
葬
が
奏
上
し
、
翌
五
年
正
月
に
明
堂
を
祭
っ
て
い
る
か

ら
、
粛
由
の
任
官
は
四
年
後
宇
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

(
叩
叩
〉
察
虎
氏
(
前
掲
書
五
二
頁
〉
も
こ
の
設
を
支
持
さ
れ
る
。

(
幻
〉
可
馬
貞
『
史
記
索
隠
』
参
照
。
ま
た
、
『
漢
書
』
巻
五
二
濯
夫
俸
に

ほ
ぼ
同
文
が
見
え
、
顔
師
古
も
こ
の
解
緯
を
と
る
。
小
竹
武
夫
謬
『
漢

書
』
中
巻
(
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
)
も
参
照
。

ハm
拘
〉
大
鴻
腫
の
属
官
一
般
に
つ
い
て
は
、
安
作
環
・
熊
鍛
基
『
秦
漠
官
制

史
稿
』
上
崩
(
前
掲
)

一六一二
J
一
六
六
頁
、

家
虎
『
渓
唐
外
交
制
度

史
』
(
前
掲
)
五
一
一
一
J
五
六
頁
な
ど
を
参
照
。

(
叩
叩
)
た
だ
し
、
治
粟
内
史
の
更
名
の
み
、
百
官
表
は
景
帯
後
元
年
と
す

る
。
ま
た
、
こ
の
記
事
に
績
く
大
内
関
係
の
記
事
も
百
官
表
は
採
録
し

て
い
な
い
が
、
官
名
獲
更
記
事
に
限
れ
ば
、
内
容
に
異
同
は
あ
っ
て

も
、
大
行
以
外
の
す
べ
て
を
採
録
し
て
い
る
。
な
お
、
大
内
に
つ
い
て

は
、
工
藤
元
男
「
陸
虎
地
秦
墓
竹
衡
に
見
え
る
大
内
と
少
内
」
(
『
史

観
』
一

O
五
、
一
九
八
一
年
九
月
、
同
氏
『
睡
虎
地
秦
館
よ
り
み
た
秦

代
の
園
家
と
社
禽
』
創
文
社
、
一
九
九
八
年
再
録
)
な
ど
を
参
照
。

(
叫
〉
『
漢
書
」
巻
四
三
叔
孫
通
俸
に
は
「
大
行
、
九
賓
・
腿
句
を
設
け
て

惇
う
」
と
あ
る
。

(
H
U
)

繋
虎
氏
〈
前
掲
書
五
四
J
五
五
頁
)
は
、
司
儀
官
た
る
大
行
は
、
渓

初
に
は
大
行
雄
官
、
太
初
元
年
以
降
の
前
漢
中
・
後
期
に
は
大
行
治
雄

丞
、
後
漢
で
は
大
行
治
雄
郎
と
出現
遷
し
た
と
さ
れ
る
。

(
m
M
)

王
園
官
制
の
史
料
に
な
る
が
、
『
漢
書
』
巻
四
四
准
南
王
俸
に
見
え

る
薄
昭
か
ら
准
南
王
劉
長
へ
の
書
簡
に
「
客
の
殿
門
に
出
入
す
る
者

は
、
衡
尉
・
大
行
主
り
、
諸
の
従
い
し
鐙
夷
の
来
り
て
飼
誼
し
及
び
名

数
を
亡
が
る
る
を
以
て
自
ら
占
せ
ん
と
す
る
者
は
、
内
史
・
豚
令
主

る
。
」
と
あ
り
、
殿
門
を
出
入
す
る
客
は
、
衛
尉
と
大
行
が
管
理
し
、

王
圏
内
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
「
腸
義
鐙
夷
」
と
亡
名
者
は
、
内
史
と

豚
令
が
管
理
す
る
意
に
解
さ
れ
、
大
行
が
客
の
管
理
に
関
わ
る
こ
と
を

示
唆
す
る
。
ま
た
、
『
史
記
」
巻
四
九
外
戚
世
家
に
、
大
行
が
立
后
に

つ
い
て
景
一帝
に
上
奏
す
る
記
事
が
見
え
る
が
、
こ
れ
も
「
躍
儀
を
掌

る
」
官
と
し
て
の
立
場
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
刊
制
)
察
虎
『
漢
唐
外
交
制
度
史
』
(
前
掲
)
五
五
J
五
六
頁
。

(
仏
〉
百
官
表
上
の
中
尉
の
僚
参
照
。
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(
何
日
)
『
漢
書
』
単
位
九
元
一
帝
紀
の
建
昭
三
年
会
型
三
ハ
)
篠
や
『
漢
書
』
巻

七
十
陳
湯
博
な
ど
に
「
轡
夷
邸
」
が
見
え
、
嘗
然
、
大
鴻
腿
の
管
轄
下

に
置
か
れ
、
直
接
に
は
郡
邸
長
・
丞
が
管
理
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
史
料
は
な
く
、
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
陳
湯
俸

の
顔
師
古
の
注
に
は
「
邸
は
、
今
の
鴻
雌
客
館
の
若
し
。
」
と
あ
る
の

に
封
し
、
『
後
漢
書
』
巻
八
八
西
域
停
の
駕
著
園
の
傑
の
李
賢
注
に
は

「
今
の
鴻
腫
寺
の
若
し
。
」
と
あ
り
、
同
じ
唐
代
の
注
鰹
で
も
微
妙
に

異
な
る
。
唐
の
鴻
雌
客
舘
と
鴻
蹴
寺
に
つ
い
て
は
、
石
見
清
裕
『
唐
の

北
方
問
題
と
図
際
秩
序
』
(
汲
古
書
院
、
一

九
九
八
年
〉
第

E
部
第
三

一
章
を
参
照
。
な
お
、
漢
代
の
鐙
夷
邸
に
つ
い
て
は
、
家
虎
『
漢
唐
外
交

制
度
史
』
(
前
掲
〉
六
五
J
六
七
頁
も
参
照
。

(
必
)
百
官
表
の
各
官
の
記
事
は
概
し
て
簡
潔
か
つ
抽
象
的
で
は
あ
る
が
、

た
と
え
ば
、
後
に
右
扶
風
と
な
っ
て
職
掌
が
幾
わ
っ
た
主
爵
中
尉
の
場

合
、
官
頭
に
は
主
爵
中
尉
の
官
名
と
「
列
侯
を
掌
る
」
嘗
初
の
職
掌
を

記
し
て
お
り
、
血
ハ
客
の
場
合
も
、
漢
初
に
お
け
る
職
掌
一
を
記
し
た
も
の

で
、
「
諸
侯
・
錦
義
盛
夷
を
掌
る
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
「
諸
」

字
を
省
い
て
も
文
意
は
通
ず
る
が
、
前
掲
註
(
1
〉
拙
稿
で
指
摘
し
た
如

く
、
庚
義
の
「
蹄
義
」
は
「
諸
」
の
存
在
を
含
ん
で
お
り
、
街
字
と
す

べ
き
積
極
的
根
援
が
見
出
さ
れ
な
い
限
り
、
原
文
の
ま
ま
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

(
円
引
〉
大
庭
修
氏
(
前
掲
骨
一
回
二
九

l
三
O
頁
〉
も
、
こ
の
時
に
登
場
し
た
京

兆
予
・
左
官
閥
均
・
執
金
五
口
・
光
稼
勅
・
大
鴻
腫
な
ど
に
つ
い
て
、
「
従

来
の
官
名
と
は
全
く
異
質
の
名
稽
」
と
さ
れ
、
受
命
改
制
の
思
想
が
背

景
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
に
わ
か
に
結
論
が

得
ら
れ
そ
う
も
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
光
板
勅
に
つ
い

て
は
、
米
田
健
志
「
漢
代
の
光
蔵
勅
|
|
特
に
大
夫
を
中
心
と
し
て

|
|
l
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
五
七
|
二
、
一
九
九
八
年
)
参
照
。

(
必
)
「
鴻
腿
」
の
字
義
に
つ
い
て
は
、
石
見
清
裕
『
唐
の
北
方
問
題
と
園

際
秩
序
』
(
前
掲
)
第
血
部
附
章
の
注
(
5
〉
な
ど
を
参
照
。

(
品
開
)
「
鴻
雌
」
の
字
義
解
懇
(
註
(
必
)
参
照
)
は
、
儀
躍
的
側
面
か
ら
見

る
も
の
と
、
天
子
に
よ
る
王
侯
・
鐙
夷
の
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
見
る

も
の
の
大
き
く
二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
血
(
客
系
統
の
官
が
そ
れ
ら
全

て
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
景
一帝
中
二
年
以
降
で
あ
る
か
ら
、

字
義
の
面
か
ら
も
、
「
鴻
雌
」
は
景
一
一
帝
期
に
置
か
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
な
お
、
大
鴻
艦
を
「
鴻
胞
の
長
官
」
と
解
す
る
と
、
「
鴻
腫
」
は

蛍
然
そ
の
嵐
官
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寅
際
に
は
そ
の
よ
う
な
官
名
は
見

首
ら
な
い
。
時
代
は
下
る
が
、
『
績
漢
書
』
百
官
志
二
、
大
鴻
腿
僚
の

本
注
に
、
「
皇
子
、
王
を
奔
す
る
に
、
印
綬
を
賛
授
す
。
諸
侯
・
諸
侯

の
嗣
子
及
び
四
方
の
夷
秋
の
封
者
を
奔
す
る
に
及
び
て
は
、
肇
下
の
鴻

艦
、
召
し
て
之
を
奔
す
。
」
と
あ
り
、
「
蓋
下
の
鴻
腿
」
は
、
特
定
の

官
で
は
な
く
、
大
鴻
腿
の
嵐
官
で
諸
侯
ら
を
奔
す
る
職
務
に
あ
た
る
者

を
指
す
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
「
鴻
腿
」
は
官
名
で
は
な
く
、
典
客
系
統

の
官
に
お
け
る
一
種
の
職
名
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
印
)
栗
原
朋
信
「
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
る
秦
漢
璽
印
の
研
究
」
(
『
秦
漢

史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六

O
年
所
牧
)
、
拙
稿
「
後
漢
の
異

民
族
統
治
に
お
け
る
官
爵
授
輿
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
拳
』
八
十
、
一

九
九

O
年
七
月
)
、
お
よ
び
前
掲
註
(
1
〉
拙
稿
な
ど
を
参
照
。

(
日
)
註
(
臼
)
参
照
。

(
臼
)
註
(
却
)
所
引
の
『
績
漢
書
』
百
官
志
二
を
参
照
。

(
臼
)
前
掲
註
(
1
〉
拙
稿
の
第
一
・
二
・
四
節
を
参
照
。
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(
出
)
前
掲
註
(
1
〉
拙
稿
の
三

0
1一
一
一
一
頁
と
二
四
頁
の
表
を
参
照
。
な

ぉ
、
二
十
等
爵
を
授
輿
さ
れ
る
の
は
「
轡
夷
降
者
」
の
一
部
で
、
「
轡

夷
降
者
」
は
典
属
園
の
管
轄
だ
が
、
轡
夷
の
鋳
服
行
震
へ
の
最
初
の
封

熔
は
す
べ
て
典
客
系
統
の
官
が
捲
暗
闘
し
て
い
た
。
同
五
八
J
五
九
頁
を

参
照
。

〈
日
)
卒
勢
隆
郎
『
中
園
古
代
紀
年
の
研
究
|
|
天
文
と
暦
の
検
討
か
ら

|
|
』
(
東
京
大
皐
東
洋
文
化
研
究
所
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
)
、

709 

(
『
史
料
批
剣
研
究
』
創
刊
貌
、
一
九

同
氏
「
越
の
正
統
と
『
史
記
』
」

九
八
年
〉
参
照
。

(
回
〉
吉
開
賂
人
「
印
か
ら
み
た
南
越
世
界
〈
前
篇
・
中
篇
・
後
篇
)
|
|

嶺
南
古
璽
印
考
|
|
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
一
一
一
六
・
二
二

七
・
一
一
一
一
九
、
東
京
大
拳
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九
八
年
十
二
月
・

一
九
九
九
年
三
月
・
二

O
O
O年
三
月
)
参
照
。

(

m

出
)
繋
虎
『
漢
唐
外
交
制
度
史
』
(
前
掲
〉
七
O
J七
九
頁
参
照
。
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at which they were buried and the relationship to the ri-shu　日書，a

divination manual, draws our attention.工ｎ other words, the burials at the

three tombs, i. e., Tomb No. 1 at Tian-χing-guan天星眼Tomb No. 2 at

Wang-shan望山, Tomb No. 2 at Bao shan 包山, where Bu-shi ji-dao jian

were discovered have been dated to the mid-Warring States period. They

were tombs persons of feudal lord 邦君or grand master 大夫status and the

dates of each of the tomb owners were not far removed from one another.

By way of contrast, ａ Bu-shi ji-dao jian has also been ｅχcavated at the

small-scale Tomb No. 3 at Qin-jia-zui秦家嘴, the age of which is uncertain.

This indicates that the custom of the ruling class of Chu to employ ａ Bu-shi

ji-dao jian as funerary object gradually penetrated into broader levels of

society.

　

The earliest ri-shu has been found in ａ small-scale tomb, thought

to be from approχimately the same period as the Qin-jia-zui tomb, i. e.,

from the early stages of the Late Warring States period. The grave owner

appears to have been ａ commoner.　In terms of content, this ri-shu can be

seen as having many similarities to the ri-shu of the Qin record from Shui-

hu-di睡虎地．工n considering the period of the shift from the Bu-shi ji-dao

iian to the ri-shu, it is an item worthy of great attention. Moreover, the

age of Tomb Ｎ０.2 at Bao-shan, burial 0f whose owner has been firmly

estimated, is of ａ period that is circa the period of adoption of kingly titles

by the states of the Warring States period. Jtist how these political

circumstances were reflected in the Bu-shi ji-dao jian is ａ topic for future

examination.

THE OFFICES OF DIAN･KE 典客,THE DA-XING LING

　

大行令,DA HONG-LU 大鴻臓IN THE FORMER HAN

KUMAGAI Shigezo

　　

During the Former Han the officeof Chamberlain for Dependencies,

then called Dian-ke典客(later called the Da-xing ling大行令, which has

been translated as Director of Messengers Ｏ伍ce in English, and finally

Da hong-lu 大鴻鵠）ｗａscharged with the administration of subjected tribes

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－



節義蜃夷, and the ｏ伍ce of the Supervisor of Dependent Countries, then

called Dian-shu guo 典肩國administered tribes that had submitted 慢夷降者

to Han rule. Although the meanings of the terms, gui yi 蹄義i. e., those

who had become subjects and returned to righteousness, and χiang-zhe

降者, i. e., those who had submitted, have been clarified, as both the ｏ伍ces

of Dian-ke and Dian-shu guo are still obscure, by indicating the various

unresolved issues concerning the two offices during the Former Han and

examining the ｏ伍ces associated with the Dian-ke, I have clarified the

following points.

　　

Firstly, there is no indication that during the early Han the ｏ伍ce of

Dian-ke was charged with administering Imperial Marquises 諸侯as has

been previously thought, but instead that ｏ伍ces of Director of Interpreters

詳官令and his Assistant Director 丞who were charged with administering

the various tribes that had subjected themselves to Han rule were under its

jurisdiction. Secondly, according to the edict of the second year of the

mid-reign of Jing di景帚(B. C. 148), the office was　charged　with

administering Adjunct Marquises 列侯and Feudatory Princes諸侯王via

eulogies etc. reported to the throne and thus became associated with the

Messenger O伍ｃｅ大行, which had previously　been under ａ separate

organizational jurisdiction and charged with leading rites. Thirdly, as ａ

result of these factors, the edict of the siχth year of the mid-reign of Jing

di (B. C. 144) ordered ａ governmental reorganization making the Dian-ke

the leading ｏ伍ce, but renaming itＤａ-χing ling to indicate that the Ｄａ-χing

大行was a subordinate post, whose name was then changed to χing-ren

行人. Fourthly, as ａ result of having been given increasing responsibilities

for the administration of Adjunct Marquises and Feudatory Princes, in the

first year of the year of 太初in the reign of Wu di 武帚(B. C. 104), the

responsibility of administering the Adjunct Marquises was transferred from

the ｏ伍ce of the Commandant of the Nobility 主爵都尉, the administration

of Liaison Hostel for the Commandery 郡國邸was transferred from the

office of the chamberlain for Imperial Insignia 中尉, and the ｏ伍ces　of

Director長and Assistant Director 丞for Territorial Administration 郡邸

were

　

made

　

subsidiary

　

offices.

　　

Furthermore, the　additional　offices　of

Director令and Assistant Director of Fire Renewal 別火were
added to

its jurisdiction, strengthening the aspect of administering subjected
tribes｡
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At this time the ｏ伍ce of Da-xing ling was renamed Da hong-lu, and the

title χing-ren reverted to the former Ｄａ-χing. Da hong-lu, meaning the

director of the Hong-Iu, is thought to have been ａ some sort of official

title, which　had　been　established　in　the　time　of　Jing di, under the

jurisdiction of the Dian-ke. Fifthly, thereafter the administration of the

Feudatory Princes became the central responsibility of the ofSce, and after

the ｏ伍ce of Supervisor of Dependent Countries had been incorporated into

the ｏ伍ｃｅin the first year of He-ping 河千in the reign of Cheng di 成

帚(B. C. 28), no further major changes were witnessed in the Da hong-lu.

Siχthly, because the ｏ伍ｃｅsin jurisdiction Dian-ke had come to be charged

with the Adjunct Marquises and Feudatory Princes due to their involvement

with the administration of credentials 印綬, also resulting in their being

involved in administering the statuses of both Han and subject peoples, the

ｏ伍ｃｅsthus came to administer elevation to nobility爵during the second

half of the Former Han. Seventhly, due to their involvement with the

bestowal and removal of credentials in addition to being charged with both

the administration of subject peoples, the ｏ伍ｃｅswithin the jurisdiction of

the Dian-ke can be characterized as having been deeply involved in the

fundamental rule of the Qin and Han states.

ＡCONSIDERATION OF THE HU-BEN ＢＡＮ･JIAN虎

　

貢班剣，ＴＨＥVARIEGATED SWORD OF SOLDIERS

　

BRAVE AS TIGERS：TALES OF ORIGINS AND

　

IMPERIALLY BESTOWED GIFTS AND SPECIAL

　

PRIVILEGES IN THE HAN AND SIX DYNASTIES

ISHII Hitoshi

　　

The term en-ci 恩賜refers to the various types of gifts or privileges

bestowed by the emperor on his subjects. Among these gifts and privileges

were special ones called shu-li 殊疆.　In this article l take up the case of

the Hu-ben ban-jian 虎責班飢ａ variegated sword of the soldiers brave as

tigers, which is representative of the special privileges bestowed in the Han

- ５－


